




奈良大学で絶品の 文化財学を学ぶ
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奈良大学 文化財学科には、

文化財学のすべてがそろっている。

考古学、美術史、保存科学、史料学、博物館学、文化財防災学という文
化財学の全分野が選択できるのは、奈良大学の文化財学科だけ。文化
財学科はいろいろあるけれど、実は中身が違うのです。

文化財学のすべてがあるから、調査・研究から、保存・活用、展示ま
で、まるごと研究できます。そしてあなたにぴったりの、取り組みた
いテーマが見つけられます。

そして日本の文化財学科として11名の専任教員を配置していま
す。すべての分野にそれぞれの専門家がいるから、きめ細かな指導
ができるのです。さらに文化財研究の拠点である奈良の立地を活か
して、文化財研究所や博物館・美術館といった最先端の研究フィール
ドで活躍する研究者を非常勤講師として招いています。

奈良大学 文化財学科はあなたの知性と感性を刺激します。

奈良大学 文化財学科には、

世界遺産・国宝・重要文化財・

特別史跡など

本物の文化財を用いたぜいたくな

講義や実習がいっぱいある。

奈良大学のキャンパスの南側に広がる丘陵は、5世紀の大王墓を
含む佐紀・盾列古墳群。毎日巨大な前方後円墳を眺めることもでき
ます。そして奈良には3つの世界遺産（法隆寺地域の仏教建築、古都
奈良の文化財、紀伊山地の霊場と参詣道）があり、すばらしい文化的
景観と数え切れないほどの文化財にめぐまれています。

文化財学研究法や考古学実習では、特別史跡の平城宮跡や古墳を
舞台にして見方や実技を学びます。美術史実習では、国宝・重要文化
財の仏像や絵画を博物館・美術館でじっくり熟覧する臨地講義が毎
週のようにあります。保存科学では本物の出土資料を用いた科学分
析・保存処理を行っています。

あなたがもし仏像を研究するとして、写真集の仏像を見て考えた
いですか？それとも本物の仏像を見ながら考えたいですか？

奈良大学 文化財学科の学生は、本物の文化財から研究をしています。

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

さ き たてなみ
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奈良大学 文化財学科では、

入学してすぐに専門的な

研究フィールドが広がる。

奈良大学 文化財学科では１回生から専門講義である基礎演習が
はじまります。そして学内には博物館があり、展示企画に参加する
ことが可能です。また教員と大学院生の指導を受けて、保存科学の
科学分析や保存処理に参加することもできます。

また奈良大学 文化財学科ではオフ・キャンパスでの研究活動も推
奨しています。夏休みなどを利用して発掘調査を学べます。奈良大
学 文化財学科を卒業した学芸員などの専門家は全国に800名以上。
奈良はもちろん、全国で発掘調査の体験が可能です。

さらに奈良大学は文化財の宝庫である斑鳩町・五寺町・平群町・
奈良市、古都飛鳥保存財団と提携を結んでいます。日本を代表する
博物館である奈良国立博物館のキャンパス・メイトにもなっていて
常設展示を無料で見学できます。そして大和文華館とはインターン
シップ協定を結んでいます。活躍の場は学外に広がっているの
です。

奈良大学 文化財学科には、文化財の自然科学的研究と人文科学的
研究を学際的に進める日本文化財科学会の事務局が設置されてい
ます。だから間近に最先端の学会にふれることもできます。

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

奈良大学 文化財学科の

卒業生800名以上が

文化財の専門職員として

活躍している。

奈良大学 文化財学科は、1979年に日本ではじめての文化財学科
として創設されました。考古学や美術史、保存科学や史料学、文化財
博物館学、世界遺産学や文化財マネジメントなどを個別に学ぶので
はなく、文化財学として総合的に学べる独自の教学システムによっ
て、すぐれた人材を輩出してきました。

その現れが、学芸員や研究員などの専門職員として全国で活躍す
る圧倒的な卒業生の実績。日本と海外で活躍する文化財学科卒の専
門家は800名を越えています。なんと日本で埋蔵文化財の調査・研究
に携わる専門職員の10人に１人は奈良大学 文化財学科の卒業生な
のです。今年も多くの卒業生が専門家になる夢を実現しました。

専門職員への就職に際しては、研究者としての高い知識と技量が
求められます。奈良大学 文化財学科では、文化財学のすべてを身につ
けられるので、実力を発揮できるのです。

博物館や美術館の専門職員として取得が求められる博物館学芸
員の資格コースも充実しています。考古学、美術史、史料学、保存科
学などの専門性をふまえつつ、展示実習や美術梱包実習などの実
技、実際の展示を観覧して課題を指摘する見学実習など、徹底的に
専門スキルを身につけます。

※詳細は、50・51ページ、54ページをご覧ください。
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奈良大学文化財学科の学生は

奈良の巨大古墳などの発掘調査に

参加して

腕を磨くことができる

奈良大学文化財の学生の多くは、古代の遺跡の宝庫である奈良県
内の遺跡の発掘調査に参加しています。

奈良県内には、古墳時代
の巨大な前方後円墳や平
城京、藤原京といった都城
遺跡、飛鳥の寺院遺跡など
全国の考古学ファンの憧
れの遺跡がありますが、文
化財学科の学生はそうし
た遺跡で発掘調査ができ
るのです。

近年で新メディアなど
で国宝級の遺物が出土し
て話題となった奈良市富
雄丸山古墳では、文化財学
科の多くの学生が調査に
参加し貢献しています。

※詳細は、55ページをご覧ください。
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わたしの研究
中学1年の夏休みに姫路城を遠望したの

をきっかけに城跡に興味をもち、日本各地
はもちろん、ヨーロッパ、中国、ロシア、モン
ゴル、 ニュージーランドなど世界の城を踏
査 し て き ま し た。 訪 ね た 城 跡 は す で に
2,000 ヶ所を超えています。最近はモンゴ
ルの城郭都市遺跡の調査を進めていて、文
化財学科の学生と一緒に発掘しています。

中世・近世考古学の魅力
考古学というと文字のない時代の研究を

思い浮かべがちですが、中世や近世といっ
た新しい時代でも考古学は有効です。全国
で行われている城跡の整備や復元も考古学
の調査が基礎になっています。わたし自身
も自治体に協力して城跡の調査委員や整備
の専門委員として、北海道から沖縄まで城
跡整備プロジェクトにかかわっています。
文字史料からの見方ではなく、遺物・遺跡か
ら考え直す歴史は、生活や戦いの痕跡を通

じて時代だけでなく、武将や人びとの素
顔さえ見えてきます。五感で感じる歴史
が中世・近世考古学の魅力です。

城跡調査の楽しさ
日本列島にはおよそ40,000 ヶ所もの城

がありました。そのほとんどは中世の城で、
今でも中世の城跡は遺跡としてよく残って
います。城跡というとみなさんは天守や櫓
門を連想されるかもしれません。しかし中
世の城跡には建物はひとつも残っていませ
ん。あるのは草木に埋もれた堀や土塁、崩れ
かけた石垣だけです。中世の城跡はまだ埋
まりきっていないので、地表面から遺構を
くわしく観察できます。森や山に分け入っ
て調査するのは、かなり探検です。そして調
査で、はじめてその城の構造を解明するの
は、すばらしい知的活動です。

世界の城と比較する
日本の城と世界の城とを比較する研究

も進めています。世界の城を調べてみる
と、城のプランには時代や地域を越えた共
通性があったことがわかってきました。た
とえば織田信長が戦国時代の終わりに築
いた安土城は、近世城郭への扉を開いた城
として知られています。この安土城本丸の
大手門は、黒金門と呼ばれていました。現
在は石垣と柱の基礎石だった礎石だけが
残っていますが、門の外側にＬ形に石垣を
張り出した外枡形という特別なかたちを
していました。これまでは日本の戦国時代
の城郭の発達によって生み出された守り
の工夫と評価されてきました。ところが同
様の工夫は、実はイギリスの紀元前の鉄器

時代の防御集落にも、中国の城郭都市に
も、中央アジアの城でも使われていたこと
を発見しました。城郭の発達には人類史的
な法則性や普遍性があり、日本の城もその
一つだったのです。地球上のさまざまな城
を考えて、日本の城の世界史的な位置を明
らかにする。今、日本の城と世界の城を複
眼的に研究しています。

すばらしいフィールドワーク
奈良には教科書に登場する古代の遺跡

だけでなく、中世や近世の重要な遺跡がた
くさんあります。多くの古文書にも恵まれ
た奈良は、文献史学をふまえつつ歴史考古
学を進めていくのに最適なフィールドで
す。また奈良大学には史学科や地理学科が
あり、歴史考古学を深く研究するための関
連科目がすべてそろっています。調査・研
究から、保存・活用まで一貫して究明して
いく学融合としての文化財学の魅力は、奈
良大学だからこそ輝くと実感しています。

千田嘉博  SENDA Yoshihiro

中世・近世考古学／特別教授

大坂城での臨時講義

日欧交流史を追う（ポルトガル・バターリャ修道院）
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愛知県生まれ。奈良大学文学部文化財学科を卒業後、名

古屋市教育委員会見晴台考古資料館学芸員となり、さま

ざまな遺跡を発掘調査。1990年から国立歴史民俗博物

館考古研究部助手・助教授になって、共

同研究や展示を担当。1995年ドイツ考

古学研究所に留学。2000年に博士（文

学）大阪大学。2005年奈良大学文化財

学科に着任。主な著書に『織豊系城郭の

形成』東京大学出版会、『戦国の城を歩

く』ちくま学術文庫など。  著書
『戦国の城を歩く』

城跡を体感して熱く語る
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首里城にて

私の研究テーマは、王宮・王都からみた
律令国家成立過程の研究です。大宝元年

（701）正月「文物の儀、是に備れり」と『続日
本紀』に高らかに謳われています。日本国
誕生の瞬間です。国家の誕生を考える視点
はいくつかあります。米づくりが始まっ
た、クニがまとまったなど。しかし、現在の
社会構造や生活・風習が始まったのは、ま
さに７世紀だったのです。そのような国家
ができるまでには、飛鳥時代約100年間の
時間が必要でした。その過程を示す痕跡が
遺跡として残されています。この遺跡を調
べることにより、律令国家の成立過程を解
明できると考えています。そして、これら
を証す遺跡を守り、次の世代へと伝えてい

かなければなりません。そのためには、「日
本」という国がどのように出来あがってき
たのかを、わかりやすく伝えることが必要
になります。

私の担当している分野は、考古学と文化
財学です。奈良大学着任までの30年間は、
国・県・村の職員として、発掘調査と文化財
保護にかかわってきました。

大学時代には平城京や難波宮の調査に
参加していたこともあり、卒業後は奈良国
立文化財研究所で、藤原宮・京跡・坂田寺跡
の調査を行い、調査・研究の方法を学びま
した。そして、滋賀県文化財保護協会では、

近江八幡・安土の中世集落遺跡を調査、再
び明日香に戻り、川原下ノ茶屋遺跡、酒船
石遺跡、八釣・東山古墳群、そしてキトラ古
墳や高松塚古墳の調査を行ってきました。

現在の水田の下からは、古代の建物跡や
道路跡、そこで使われていた土器・瓦など
多くの痕跡や出土品が見つかります。時に
は、亀形の石造物が発見されることもあり
ました。しかし、これらは見つけることに
価値があるのではありません。その背後に
ある歴史的な背景や意義を解明してこそ、
文化財としての価値が高まるのです。この
解明する過程が考古学の醍醐味です。その
ためには精緻な発掘調査技術と正確な記
録、そして的確に公開する施策が必要にな
ります。そうすることによって考古学の専
門的な研究が進むのです。

このような重要な遺跡・文化財を、どう
保護して、次世代に継承し、活かすことが
できるのでしょうか。このことを考えさせ

られたのが、キトラ古墳・高松塚古墳壁画
の調査と保存に参画した時のことでした。
国県の行政や専門家、そして地域住民が共
に考える必要がありました。文化財は地域
の宝、日本の宝なのです。

さらに遺跡だけでなく、文化財の保護・
活用の対象は、様々な種類の文化財にも広
がっています。私はこれまでに、奈良県内
で唯一の重要文化的景観や、文化財管理計
画・歴史文化基本構想の策定、認定第一号
となった日本遺産「飛鳥」、そして世界遺産
登録を目指す「飛鳥・藤原」などの業務にも
関わってきました。

これらの経験から学んだことは、文化財
をどう調べ、守り、育み、活かすのか？　そ
して、住民や私たちがどのように文化財と
関わるのか、ということです。これからの
時代、保護しながら、活かしていく知恵が
必要となるのです。

相原嘉之　AIHARA Yoshiyuki

日本考古学・文化財学／准教授

1967年、大阪市生まれ。1990年、奈良大学文学部文化

財学科卒業。大学時代の4年間は、奈良市で平城京内の

発掘調査に参加する。卒業後、奈良国立文化財研究所

で飛鳥・藤原宮跡の調査に従事する。その後、滋賀県文

化財保護協会を経て、1993年からは明日香村教育委

員会で26年余、発掘調査と文化財保護に関わる。特に

キトラ古墳・高松塚古墳の調査や保存に参画し、遺跡

保護・整備・文化的景観・日本遺産・世界遺産登録への

業務にも関わった。2018年には奈良大学で博士号(文

学)を取得。2020年4月から現職。

私の研究テーマ

遺跡や文化財から学んだこと

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University10
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考古少年からの出発
私は、小学校１年の時に生まれ故郷の群

馬県富岡市にあった群馬県立歴史博物館
（現在は高崎市）で埴輪を見て以来、考古学

に興味を持ち、あちこちで土器や石器の表採
をしていました。いまや絶滅危惧種らしい「考
古少年」です。今もその当時の情熱の延長で
研究をしています。また、考古学ならば何で
も好きなので、縄文などの遺跡のほか、城郭
や寺社仏閣、石造物など、あらゆる発掘調査
に参加してきました。

発掘で鍛えられる
大学院時代の私は、東日本における縄文

時代から弥生時代への変化、そして弥生文

化の起源をテーマに研究していました。当時
私にとって幸運であったのは、自分の研究
テーマに関係する発掘調査にたくさん出会
えたことで、国立歴史民俗博物館が実施した
千葉県成田市荒海貝塚や愛知県一宮市馬
見塚遺跡の調査、また、私自身による長野県
小諸市氷遺跡や東京都三宅島大里東遺跡
など、数多くの遺跡を調査しました。

大学院を出た後、私は岡山大学に赴任し、
大学構内の弥生時代などの調査をすること
になりました。それまで東日本のことばかり研
究していたので、西日本での発掘調査は新
鮮で、全国的な視野でものを見ることができ
るようになりました。國學院大學栃木短期大
学に赴任後も、新潟県長岡市の火焔土器で

著名な山下遺跡や栃木市の前方後円墳で
ある円通寺古墳などを調査してきました。ま
さに発掘、発掘、発掘です。

新発見を求めた冒険の旅
考古学の研究の醍醐味は、やはり新発見

でしょう。未知の世界を切り開いた時の感動
が、次の発見への原動力となります。そして、
自分自身、衝撃と感動を伴う新発見に遭遇し
たことがあります。弥生土器は、渡来文化の
影響によって北部九州で誕生し、それが日本
全体へ広がっていった、というのが通説でし
た。しかし、私は佐賀県や福岡県での調査に
おいて、弥生土器の誕生に東北地方北部の
縄文文化である亀ヶ岡系文化が影響を与え
ている証拠を発見したのです。今でも、その
瞬間は忘れられません。これ以降、私は日本
で弥生文化の起源における縄文文化の系譜
を研究する一方で、弥生文化の起源を求め
る冒険の旅は、ついにアジアの大陸へと向か
いました。

これまでに私がアジア各地で調査を行った
国々は、中国・韓国・ベトナム・タイ・カンボジ
アなどです。訪問先では必ず何らかの新発見

があり、特に中国の遼寧省でそれまで不明
だった日本の銅戈（鎌のような武器）の起源
を発見したことは衝撃でした。最近では、始
皇帝が少年の頃、アニメのキングダムの時代
頃の中国戦国時代の燕国（今の北京にあっ
た）と日本の交流について研究しています。
教科書で教わる日本と大陸の交流の開始は
漢の時代以降ですが、その通説を大きく遡る
証拠を探しています。こうした研究の醍醐味
を、みなさんに伝えたいと思います。

楽しく一緒に発掘しよう！
私は、これまで発掘調査や実物を調べる

調査を通じて、鍛えられたと感じています。本
学文化財学科では、みなさんの興味関心に
応じて様々な発掘などの調査に参加すること
ができます。奈良大学の発掘で汗を流した学
生の多くは、友情を暖め、充実した日々を過
ごして人間としても成長し、卒業後は全国の
埋蔵文化財関係機関や博物館に就職しま
す。好きな考古学を思いっきり、楽しんでやっ
てみよう！

小林青樹  KOBAYASHI Seiji

考古学／教授

群馬県富岡市生まれ。國學院大學文学部史学科卒業。
國學院大學大学院文学研究科博士課程後期。岡山大学
埋蔵文化財調査研究センター助手、國學院大學栃木
短期大学教授を経て、現在奈良大学教授。博士（文学）。
主な著書に『日本人はるかな旅』５（共著、NHK ブッ
ク ス ）、『 縄 文 時 代 の 考 古 学 』 1 1 （ 共 著 、同 成 社 ）、

『弥生時代の考古学』５（共著、同成社）、『人類の移動誌』
（共著、臨川書店）、『倭人の祭祀考古学』（新泉社）など。

栃木市中根八幡遺跡（2016年）にて栃木市中根八幡遺跡（2015年）にて

栃木市中根八幡遺跡の発掘

ベトナム・カッティエン遺跡にて
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考古学を始めたきっかけ
中学生の時に、『MASTAキートン』という

漫画を読んで感動し、考古学を始めようと
思いました。さらに高校生の時に、ＮＨＫの
教育番組『歴史でみる日本』に出演していた
都出比呂志先生を見て、この先生の下で考
古学を学ぼうと決めました。大学から始め
た関西生活ですが、首都圏よりもコンパクト
で、それぞれの都市に強い個性があり、居
心地がよかったです。学生時代は奈良には
ほとんど来ませんでしたが…。

初めての発掘
大学３回生の夏休み、研究室が主催する

京都府長岡京市井ノ内稲荷塚古墳の発掘

調査に参加しました。１か月間、近くの神社
に泊まり込み、発掘そのものよりも合宿生活
が楽しかったです。この発掘は大学院生の頃
まで毎年続きました。

また、アルバイトで大宮市教育委員会や豊
中市教育委員会の発掘調査に参加し、仕事と
しての発掘の厳しさも体験しました。大学で発
掘後の出土遺物整理作業をするうちに、考古
学を仕事にしたいと考えるようになりました。

印象に残る発掘
就職してから、様々な遺跡を発掘しました。

最初に就職した岡山大学の地下は遺跡なの
で、校舎を建てる前に発掘調査が行われます。
縄文～弥生時代の津島岡大遺跡、中世荘園

遺跡の鹿田遺跡などを調査しました。小林青
樹教授は同僚で、一緒に調査していました。
奈良文化財研究所では平城宮、藤原宮、飛
鳥寺、興福寺、薬師寺、西隆寺などなど…。

最も印象深いのは、明日香村の甘樫丘東
麓遺跡の発掘調査です。甘樫丘には、645
年の大化改新で中大兄皇子に討たれた蘇
我入鹿と父・蝦夷の屋敷があったと『日本書
紀』に書かれています。丘の麓の広場を発
掘した時に、まさに7世紀の中頃に廃絶した
建物跡を見つけたのです。その後の調査で
石垣や倉庫跡も見つかり、飛鳥でも注目す
べき遺跡となりました。大勢の見学者や研
究者が発掘現場に押し寄せた重圧と興奮
は、忘れられません。

海外では、カンボディア王国・西トップ寺
院の発掘が楽しかったです。西トップ寺院
は世界遺産アンコールワットから車で10分
ほど離れた小さな石造寺院です。若いカン
ボディア人スタッフたちと、不慣れな英語で
議論しながら発掘できたのは貴重な経験で
した。西トップ寺院は現在、石材を積みな
おす解体修理が奈良文化財研究所によって
進められています。

今後の研究テーマ
日本という国家が形成されたのはいつ

か。邪馬台国時代の3世紀、倭の五王の活
躍した５世紀、大化の改新以降の７世紀
という説があり、「七五三論争」とも呼ば
れます。学生時代から古墳を研究してき
た私にとって、最初の前方後円墳が造ら
れる３世紀説は大いに魅力があります。
しかし、奈良で都や寺の発掘調査に取り
組むうちに、７世紀説も捨てがたいと思
うようになりました。

問題を解決するには、自分で遺跡を発
掘するのが早道です。そのために、４年
前から斑鳩町教育委員会とともに古墳の
調査を始めました。夏休みは寺山古墳群
や甲塚古墳の測量調査、春休みは斑鳩大
塚古墳の発掘調査を続けています（詳しい
調査の様子はブログ『斑鳩大塚古墳調査日
誌』http://blog.goo.ne.jp/yayoitekkenを
参照）。いつも多くの学生さんに手伝って
もらい、楽しく研究を続けています。

古墳から都城へ。３世紀から７世紀の
激動を物言わぬ考古資料からいかに語る
か…。論争に決着を付けるとまでは言い
ませんが、自分なりの答えを求めていま
す。ともに論争の解決に挑んでくれる学
生さんを求めています。

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

豊島直博  TOYOSHIMA Naohiro

考古学／教授

1973年埼玉県浦和市生まれ。大阪大学文学部史学科卒
業。大阪大学大学院修士課程修了。岡山大学埋蔵文化
財調査研究センター助手、奈良国立文化財研究所文部
技官、奈良文化財研究所主任研究員、文化庁美術学芸
課文化財調査官を経て、現在、奈良大学教授。文学博
士（大阪大学）。
著書に『鉄製武器の流通と初期国家形成』（塙書房）、『弥
生時代の鉄製刀剣』（奈良文化財研究所）、『斑鳩大塚古
墳発掘調査報告書Ⅰ』（編著、奈良大学文学部文化財学
科）など。

斑鳩大塚古墳で都出先生、学生さんと記念撮影斑鳩大塚古墳の発掘甘樫丘東麓遺跡の見学会にて

カンボディア王国・西トップ寺院の発掘
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激動を物言わぬ考古資料からいかに語る
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Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

豊島直博  TOYOSHIMA Naohiro

考古学／教授

1973年埼玉県浦和市生まれ。大阪大学文学部史学科卒
業。大阪大学大学院修士課程修了。岡山大学埋蔵文化
財調査研究センター助手、奈良国立文化財研究所文部
技官、奈良文化財研究所主任研究員、文化庁美術学芸
課文化財調査官を経て、現在、奈良大学教授。文学博
士（大阪大学）。
著書に『鉄製武器の流通と初期国家形成』（塙書房）、『弥
生時代の鉄製刀剣』（奈良文化財研究所）、『斑鳩大塚古
墳発掘調査報告書Ⅰ』（編著、奈良大学文学部文化財学
科）など。

斑鳩大塚古墳で都出先生、学生さんと記念撮影斑鳩大塚古墳の発掘甘樫丘東麓遺跡の見学会にて

カンボディア王国・西トップ寺院の発掘

つしまおかだい

あまかしのおかとう

ろく
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中国への憧れ
私は東京の美術大学で美術史を学びまし

た。奈良・薬 師寺の 金 堂・薬 師三尊像に魅 か
れ、日本彫刻史研究室に出入りするようにな
りました。やがて平安時代後期（藤原時代）の
仏像に関心を持つようになり、卒業論文は京
都・平等院鳳凰堂の雲中供養菩薩をテーマと
して書きました。しかし、奈良時代の薬師寺・
薬師三尊像に対する憧れは消えないままにあ
りました。大学院へ進んでから、古い論文でし
たが小林剛氏の「薬師寺金堂薬師三尊像につ
いて－唐様式の伝来に関する研究の一節－」

（『佛教藝術』5号、1949年）を勉強しました。薬
師三尊像が中国・唐時代の仏像様式の影響の
もとに作られた、という前提に立ち、当時知ら

れていた中国彫刻を分析しその関係を考察し
た小 林氏の論 文は、25年 以 上も昔のもので
あったにも関わらず、私にとっては非常に新鮮
なものでした。このときから、私は中国の仏教
彫刻を研究したいと思うようになりました。

中国留学で開かれた目
1982年から2年間、私は北京に留学しまし

た。その頃は、なにしろ日本には中国での調査
研究をもとに彫刻史を教える先生が一人もい
ないという時代でしたし、実は中国にも仏教
彫刻史を体系的に教える先生はいませんでし
た。私は日本彫刻史研究で学んだ方法を頼り
に手探りで勉強を続けました。そして、はじめ
は日本の仏像の源流を求め中国へ目を向けた

のですが、大きな中国大陸の各地を見て回る
につれ、一つの仏像の源流をどこかに求める
という小さな視点ではなく、その全体像を知
ることの大切さに気付きました。そして帰国
後、修士論文「龍門石窟初唐造像論」を書きま
した。

学芸員・美術史研究者として
もうすぐ32歳になろうという年の春、奈良

国立博物館に学芸員として採用されました。5
年間の奈良博在籍の期間を通じて、正倉院展
をはじめとする数多くの素晴らしい展覧会に
関わることができました。1989年には、文化
庁がアメリカで開催した「伊藤若冲展」に1カ
月半随行員として渡米する機会に恵まれまし
た。このことは、外国の美術館運営、展示収蔵
環境をはじめとする文化財の保存科学的管理
などに大きく目を開く機会でもありました。

1992年、私は転勤によって東京国立文化財
研究所の美術部へ移りました。1995年には文
部省派遣研究員として10カ月間の国外研修の
機会を得て、中国各地での重点的な調査、欧
米各国の博物館に所蔵される中国仏教彫刻
の網羅的な調査を実現しました。

文化遺産保護マネジメントの世界へ
転機となったのは、2001年から東文研の国

際文化財保存修復協力センターに移ったこと
でした。ユネスコによる中国・龍門石窟保存修
復事業が行われることになり、ユネスコへの
資金提供国である日本がこの事業を技術面
でも支援するにあたり、東文研が日本側のマ
ネジメントを担当することになりました。私
は、中国での経験があり、龍門石窟に詳しいと
いう理由から国際センターの一員となり、こ
の仕事に参加しました。これからの10年間、中

国をはじめとする国際協力事業を担当しまし
た。文化財保護を職務とすることにより、文化
財保護の理念と方法について、幅広く学ぶこ
とができました。

東日本大震災と文化財レスキュー
2011年3月11日、再び転機が訪れました。東

北地方太平洋沖地震とそれにより発生した大
津波が東北地方を中心とした各地の文化財に
多大な被害をもたらしたことにより、文化庁の
呼びかけで被災文化財等救援委員会が結成
され、東文研が委員会の事務局を担当するこ
とになりました。この年4月から部長職として
保存修復科学センターに配属された私はその
まま事務局を担当しました。宮城・岩手・福島・
茨城の各県で展開した文化財レスキュー活動
には、多数の文化財関係団体や専門家が参加
し、また地元の関係者、そしてもちろん被災文
化財の所有者との連携が実現しました。多く
の人々が力を合わせて行う活動の一端を担う
仕事に携わり、文化財保護の取り組みが多様
な専門 性によって行わ れ、それらの 連 携が
あってこそ成り立つものであることを改めて
学びました。

文化財という分野への取り組み
文化財は、総合的な学の領域です。単に絵

画や彫刻を詳しく研究してよく知っている、と
いうだけでは文化財を理解したことにはなり
ません。奈良大学という素晴らしい環境で皆
さんと接し、皆さんが文化財に興味を持ち、や
がてこの分野での目標を見つけられるよう、
自分の経験を少しでも活かしながらお手伝い
をしたいと考えています。

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

岡田　健　OKADA ken

文化財学／教授

石川県生まれ。東京藝術大学大学院美術研究科博士後期
課程中退。1987年に奈良国立博物館に学芸員として就
職。1992年に東京国立文化財研究所（当時、現独立行政
法人国立文化財機構東京文化財研究所）に転勤。2016年
から同機構文化財防災ネットワーク推進室長。2021年4
月から奈良大学。
主な著作は『仏像の鑑賞基礎知識』、『敦煌石窟』全10巻、

「東寺毘沙門天像―羅城門安置説と造立年代に関する考
察」など。各種の文化財を幅広く研究し、人々がどのよう
な理由でそれらの造形物を作り、どのような考え方と方
法でそれを守り伝えてきたのか、そして現代の私たちが
それらを後世に伝えていく意味と方法を考えている。

敦煌莫高窟にて北京・中央美術学院にて
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美術史との出会い
学 生 時 代は、全日本 合 唱コンクール連

続金賞の京都エコーという名門合唱団で
合唱三昧。日本美術に特に興味があった
わけではありません。むしろ、フランス語の
吉田城先生（マルセル・プルーストの研究
者）が熱く語られるヤン・ファン・エイクな
どのネーデルランド絵画に興味をもってい
ました。

ところが 、帝 塚 山 学 院 大 学の吉 田 友 之
先生が教養部に出講されていて、絵巻物
を講じられました。もともとマンガが大好
きだったので、ストーリーのある絵の面白
さに引き込まれました。

私の研究
絵巻物で卒業論文と修士論文を書きま

したが、研究するのはとても難しいもので
あることを思い知りました。絵巻物は詞書

（テキスト）を絵にするので内容はわかる
はずですが、それでも解釈が難しいものも
あります。「伴大納言絵詞」上巻で、広廂に
いるのは誰か、庭にいるのは誰か、いまで
も論争されています。

幸いにも職を得て富山に赴任してから
は、富山県内の文化財調査をしてまわりま
した。大寺院の悉皆調査にも参加し、県や
市町村の文化財課、博物館の方々やお寺
や檀家の方々に現場で鍛えていただいた
ことは本当にありがたいことでした。これら
の調査について報告書を刊行するほか、

「県民文化財展」、「とやまの寺宝－花鳥山
水お寺に秘された絵画たち展」等の展覧
会企画や展示、図録執筆にも関わらせて
いただきました。

ライフワーク「法華経曼荼羅図」　
（富山市八尾町・長松山本法寺蔵）

富山に赴任する前から気に掛かってい
た作品です。巨大な掛幅（掛け軸）が22幅
あります。赴任当初、赤外線写真や顕微鏡
写真を撮影させていただいたこともありま
すが、手がかりはなく、その後20年以上、
来歴や絵の内容を考え続けることになりま
した。絵巻物と違って詞書もないので、絵
を解釈するのも手探りでした。2014年に
ようやく博 士 論 文にまとめ、2 0 1 6 年に法
藏館より『富山・本法寺蔵法華経曼荼羅図

の研究』を出版できました。この研究を通
じて、富山で大切にされてきた宝物の持つ
巨大なネットワークを実感しました。思い
もかけないことに、律宗つながりで奈良と
も関係することがわかりました。

文化財ネットワーク
昔の絵や工 芸 品 が 残るというのは、本

当に奇 跡 のようなことです。「 大 事にしよ
う」「守り伝えてゆこう」と思う人々のネット
ワークが続かなければ、何百年も残るとい
うことはありえません。文化財学科で美術
史を学んで、そのネットワークにつながり
ませんか。

原口志津子
HARAGUCHI Shizuko

徳島県生まれ。京都大学文学部哲学科美学美術

史学専攻卒業。同大学院文学研究科美学美術史

学専攻博士後期課程中退。京都大学文学部助手

を経て、1990年、富山県立大学工学部一般教育

に（専任）講師として着任。同大学教養養育教授

を経て、2018年より奈良大学教授。富山県立大

学名誉教授。著書は『国宝・高岡山・瑞龍寺』、『文

化庁芸術拠点形成事業「富山県まるごと博物館」

事業共通解説書』、『越中東方触頭寺院善徳寺歴

史資料調査報告書』、『勝興寺所蔵絵画目録』(以

上すべて共著）、『富山・本法寺蔵法華経曼荼羅図

の研究』（単著）等。

日本絵画史／教授

巻物を見ましょう 屏風を見ましょう
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美術史との出会い
学 生 時 代は、全日本 合 唱コンクール連

続金賞の京都エコーという名門合唱団で
合唱三昧。日本美術に特に興味があった
わけではありません。むしろ、フランス語の
吉田城先生（マルセル・プルーストの研究
者）が熱く語られるヤン・ファン・エイクな
どのネーデルランド絵画に興味をもってい
ました。

ところが 、帝 塚 山 学 院 大 学の吉 田 友 之
先生が教養部に出講されていて、絵巻物
を講じられました。もともとマンガが大好
きだったので、ストーリーのある絵の面白
さに引き込まれました。

私の研究
絵巻物で卒業論文と修士論文を書きま

したが、研究するのはとても難しいもので
あることを思い知りました。絵巻物は詞書

（テキスト）を絵にするので内容はわかる
はずですが、それでも解釈が難しいものも
あります。「伴大納言絵詞」上巻で、広廂に
いるのは誰か、庭にいるのは誰か、いまで
も論争されています。

幸いにも職を得て富山に赴任してから
は、富山県内の文化財調査をしてまわりま
した。大寺院の悉皆調査にも参加し、県や
市町村の文化財課、博物館の方々やお寺
や檀家の方々に現場で鍛えていただいた
ことは本当にありがたいことでした。これら
の調査について報告書を刊行するほか、

「県民文化財展」、「とやまの寺宝－花鳥山
水お寺に秘された絵画たち展」等の展覧
会企画や展示、図録執筆にも関わらせて
いただきました。

ライフワーク「法華経曼荼羅図」　
（富山市八尾町・長松山本法寺蔵）

富山に赴任する前から気に掛かってい
た作品です。巨大な掛幅（掛け軸）が22幅
あります。赴任当初、赤外線写真や顕微鏡
写真を撮影させていただいたこともありま
すが、手がかりはなく、その後20年以上、
来歴や絵の内容を考え続けることになりま
した。絵巻物と違って詞書もないので、絵
を解釈するのも手探りでした。2014年に
ようやく博 士 論 文にまとめ、2 0 1 6 年に法
藏館より『富山・本法寺蔵法華経曼荼羅図

の研究』を出版できました。この研究を通
じて、富山で大切にされてきた宝物の持つ
巨大なネットワークを実感しました。思い
もかけないことに、律宗つながりで奈良と
も関係することがわかりました。

文化財ネットワーク
昔の絵や工 芸 品 が 残るというのは、本

当に奇 跡 のようなことです。「 大 事にしよ
う」「守り伝えてゆこう」と思う人々のネット
ワークが続かなければ、何百年も残るとい
うことはありえません。文化財学科で美術
史を学んで、そのネットワークにつながり
ませんか。

原口志津子
HARAGUCHI Shizuko

徳島県生まれ。京都大学文学部哲学科美学美術

史学専攻卒業。同大学院文学研究科美学美術史

学専攻博士後期課程中退。京都大学文学部助手

を経て、1990年、富山県立大学工学部一般教育

に（専任）講師として着任。同大学教養養育教授

を経て、2018年より奈良大学教授。富山県立大

学名誉教授。著書は『国宝・高岡山・瑞龍寺』、『文

化庁芸術拠点形成事業「富山県まるごと博物館」

事業共通解説書』、『越中東方触頭寺院善徳寺歴

史資料調査報告書』、『勝興寺所蔵絵画目録』(以

上すべて共著）、『富山・本法寺蔵法華経曼荼羅図

の研究』（単著）等。

日本絵画史／教授

巻物を見ましょう 屏風を見ましょう
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小さいころから仏像が好きで、家でも学校の
図書室でもいつも仏像の写真集をめくっていまし
た。中学生になると住んでいた明日香村から東
大寺まで、山辺の道を自転車で走って仏像を拝
観したこともありました。その好きという気持ち
をずっと抱いて、大学、大学院と仏像や仏師に
ついて考え続け、和歌山県立博物館に勤めてか
らは、県内を走り回って数千点（きちんと数え
ていませんが）の仏像や文化財の調査を行って
きました。

仏像の研究は、その造形的特徴や技法的特
徴から、いつ作られたのか、あるいはどういう
教義的な意味を持っているのかなどの情報を導
き出すことから始まり、作者のことや願主のこと
など制作の背景を明らかにしていくのがオーソ
ドックスな方法です。

なかでも奈良や京都の大寺社に伝わる仏像な
どは、その多くで国家や有力権門が造像に関わっ
ており、洗練された出来映えを見せるものが多
く、関連情報も豊富で、明治時代に日本美術史
という学問分野が成立して以降、その根幹の一
つをなしてきた資料群といえます。奈良大学は、
そうした仏像を、思い立ってすぐに拝観・観賞
できる恵まれた立地です。

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

大河内智之　OKOCHI Tomoyuki

1974 年奈良県生まれ。龍谷大学文学部史学科仏教

史学専攻課程卒業、帝塚山大学大学院人文科学研究

科日本伝統文化博士前期課程修了。博士（文学）。

和歌山県立博物館学芸員、主任学芸員を経て本学

着任。博物館在職中は特別展として「移動する仏像」

「高野山麓 祈りのかたち」「熊野－聖地への旅－」「道

成寺と日高川」「仏像と神像へのまなざし」「国宝粉

河寺縁起と粉河寺の歴史」など多数開催。全国の展

覧会や仏像公開情報を紹介するウェブサイト「観仏

三昧」（http://www.kanbutuzanmai.com/）主催。

日本美術史／准教授 和歌山をフィールドとし、地域に密着した仏像
の調査研究を始めてみると、それまで知ってい
た仏像の知識だけではとうてい太刀打ちできな
いことを痛感しました。それこそ「教科書には載っ
ていない」仏像が次々に目の前に現れますから、
しっかり記録を取って資料化していくことを続け
ていくうちに、仏像を観察する力も向上し、それ
と同時にその仏像がどこで作られ、どこで祀ら
れてきたのかということの大事さをひしひしと感
じるようになりました。

たいていの仏像は木や石、金属などで作られ
ており比較的丈夫で、また信仰の対象であるこ
とで災害があっても救出され、破損しても修理
されて、長く継承されやすい文化財といえます。
地域の中で、もっとも古い文化財が仏像という
こともよくあります。銘文で制作時期や修理時
期が分かるものがあったり、銘文がなくてもしっ
かり観察すれば、いかなる歴史を経て今日まで
受け継がれたのかを知るための情報を得られま
す。仏像を調査しているうちに、これまでその
像に関わってきた人々が背後に立ってこちらを見
ているような気がして、そこに歴史が立ち上がっ
てくることを実感したのです。

仏像はまさしく、地域の人々の祈りの歴史を
語ってくれる証人であり、そして人々の記憶の痕
跡ということもできるでしょう。もちろん、仏像
に限らず、寺社に伝来するさまざまな資料（彫刻・
絵画・書蹟・典籍・金工品・漆工品・染織品・
陶磁器・石造品・古文書など）や、その他の美
術作品でも同様のことがいえるでしょう。

そうした地域の歴史を証明する仏像が盗難被
害に遭っています。過疎化や高齢化により集落
の人口減少が進み、無住の寺社の管理が手薄に
なって、半ば放置状態になっているところが増え
ており、その隙を換金目的の仏像泥棒に狙われ
ているのです。インターネットオークションの発

達と古美術市場の拡大がそうした盗品流通の背
景にあります。

仏像や文化財を失うことは、地域の歴史を失
うことと同じです。私自身、そうした状況下で
防犯対策の強化を広くよびかけるとともに、3D
プリンター製の仏像を作成してお身代わり仏像と
して現地に安置する取り組みも行ってきました。
地域社会を構成する一人として、当事者意識を
もって文化財の維持継承に関わることが、これ
まで以上に求められています。

文化財とは、最も広義に捉えれば、人間の文
化的活動によって作られ伝えられた有形・無形
のあらゆるものといえるでしょう。それは人々が
いかに生きてきたかを伝えてくれる、大切な証
拠となるものです。記憶の痕跡ともいうべき文
化財を通じて、過去に生きた人々と、今を生き
る自分とが確かにつながっていることにも気づき
ます。文化財を守ることは、私たちの思考を形
づくる歴史・文化の源を守ること、すなわち自
分自身を守ることでもあるのです。

文化財学としての美術史学は、さまざまに形
づくられた芸術表象を通じて人々がいかに生き
たのかを考え、そしてそれら文化財をいかに未
来へと継承していくのかを考える手法です。美
術大好きというみなさん、その「好き」こそが、
文化財を守り伝える原動力です。

仏像研究とはなにか

歴史の証拠としての仏像

文化財学としての美術史学

仏像の盗難被害と対策

文化財調査のようす

東大寺南大門の仁王像とともに

仏像盗難被害に遭った堂舎
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小さいころから仏像が好きで、家でも学校の
図書室でもいつも仏像の写真集をめくっていまし
た。中学生になると住んでいた明日香村から東
大寺まで、山辺の道を自転車で走って仏像を拝
観したこともありました。その好きという気持ち
をずっと抱いて、大学、大学院と仏像や仏師に
ついて考え続け、和歌山県立博物館に勤めてか
らは、県内を走り回って数千点（きちんと数え
ていませんが）の仏像や文化財の調査を行って
きました。

仏像の研究は、その造形的特徴や技法的特
徴から、いつ作られたのか、あるいはどういう
教義的な意味を持っているのかなどの情報を導
き出すことから始まり、作者のことや願主のこと
など制作の背景を明らかにしていくのがオーソ
ドックスな方法です。

なかでも奈良や京都の大寺社に伝わる仏像な
どは、その多くで国家や有力権門が造像に関わっ
ており、洗練された出来映えを見せるものが多
く、関連情報も豊富で、明治時代に日本美術史
という学問分野が成立して以降、その根幹の一
つをなしてきた資料群といえます。奈良大学は、
そうした仏像を、思い立ってすぐに拝観・観賞
できる恵まれた立地です。
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大河内智之　OKOCHI Tomoyuki

1974 年奈良県生まれ。龍谷大学文学部史学科仏教

史学専攻課程卒業、帝塚山大学大学院人文科学研究

科日本伝統文化博士前期課程修了。博士（文学）。

和歌山県立博物館学芸員、主任学芸員を経て本学

着任。博物館在職中は特別展として「移動する仏像」

「高野山麓 祈りのかたち」「熊野－聖地への旅－」「道

成寺と日高川」「仏像と神像へのまなざし」「国宝粉

河寺縁起と粉河寺の歴史」など多数開催。全国の展

覧会や仏像公開情報を紹介するウェブサイト「観仏

三昧」（http://www.kanbutuzanmai.com/）主催。

日本美術史／准教授 和歌山をフィールドとし、地域に密着した仏像
の調査研究を始めてみると、それまで知ってい
た仏像の知識だけではとうてい太刀打ちできな
いことを痛感しました。それこそ「教科書には載っ
ていない」仏像が次々に目の前に現れますから、
しっかり記録を取って資料化していくことを続け
ていくうちに、仏像を観察する力も向上し、それ
と同時にその仏像がどこで作られ、どこで祀ら
れてきたのかということの大事さをひしひしと感
じるようになりました。

たいていの仏像は木や石、金属などで作られ
ており比較的丈夫で、また信仰の対象であるこ
とで災害があっても救出され、破損しても修理
されて、長く継承されやすい文化財といえます。
地域の中で、もっとも古い文化財が仏像という
こともよくあります。銘文で制作時期や修理時
期が分かるものがあったり、銘文がなくてもしっ
かり観察すれば、いかなる歴史を経て今日まで
受け継がれたのかを知るための情報を得られま
す。仏像を調査しているうちに、これまでその
像に関わってきた人々が背後に立ってこちらを見
ているような気がして、そこに歴史が立ち上がっ
てくることを実感したのです。

仏像はまさしく、地域の人々の祈りの歴史を
語ってくれる証人であり、そして人々の記憶の痕
跡ということもできるでしょう。もちろん、仏像
に限らず、寺社に伝来するさまざまな資料（彫刻・
絵画・書蹟・典籍・金工品・漆工品・染織品・
陶磁器・石造品・古文書など）や、その他の美
術作品でも同様のことがいえるでしょう。

そうした地域の歴史を証明する仏像が盗難被
害に遭っています。過疎化や高齢化により集落
の人口減少が進み、無住の寺社の管理が手薄に
なって、半ば放置状態になっているところが増え
ており、その隙を換金目的の仏像泥棒に狙われ
ているのです。インターネットオークションの発

達と古美術市場の拡大がそうした盗品流通の背
景にあります。

仏像や文化財を失うことは、地域の歴史を失
うことと同じです。私自身、そうした状況下で
防犯対策の強化を広くよびかけるとともに、3D
プリンター製の仏像を作成してお身代わり仏像と
して現地に安置する取り組みも行ってきました。
地域社会を構成する一人として、当事者意識を
もって文化財の維持継承に関わることが、これ
まで以上に求められています。

文化財とは、最も広義に捉えれば、人間の文
化的活動によって作られ伝えられた有形・無形
のあらゆるものといえるでしょう。それは人々が
いかに生きてきたかを伝えてくれる、大切な証
拠となるものです。記憶の痕跡ともいうべき文
化財を通じて、過去に生きた人々と、今を生き
る自分とが確かにつながっていることにも気づき
ます。文化財を守ることは、私たちの思考を形
づくる歴史・文化の源を守ること、すなわち自
分自身を守ることでもあるのです。

文化財学としての美術史学は、さまざまに形
づくられた芸術表象を通じて人々がいかに生き
たのかを考え、そしてそれら文化財をいかに未
来へと継承していくのかを考える手法です。美
術大好きというみなさん、その「好き」こそが、
文化財を守り伝える原動力です。

仏像研究とはなにか

歴史の証拠としての仏像

文化財学としての美術史学

仏像の盗難被害と対策

文化財調査のようす

東大寺南大門の仁王像とともに

仏像盗難被害に遭った堂舎
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文字資料は過去の人々のメッセージ
残された文字資料（史料）は、何らかのメッ

セージを持っています。特に、写本や活字本で
はなく、古代の文字がそのまま残されているも
のでは、素材や形状なども大切な情報源になり
ます。残された文字が何を物語ろうとしている
のかを、目をこらして読み、心の耳を澄まして聞
き取ろうとすることが、史料学の基本だと思って
います。

私の研究テーマは、史料から古代（特に奈良
時代以前）の歴史像を解明することです。当た
り前のことですが、対象とする時代が古くなる
ほど、残された史料は減っていきます。限られた
史料から歴史を紐解いていく。その難解な謎解
きに取り組む中で、自分なりの答えが見つかっ

たとき、つまり史料の声が聞こえたときの喜び
は何ものにも替えられません。

サスペンスドラマのワクワク感
ところで、私はテレビでサスペンスドラマを

見るのが好きです。ドラマはたいてい事件が起
こるけれど、犯人はわからないというところから
始まります。主人公は、数少ない証拠品を丹念
に調べ、一見事件とは無関係と思われる断片
的な事柄を集積して、じわじわと核心に迫り、最
後に犯人に辿り着くというのが、お決まりのパ
ターンです。

私の研究も、これに似ています。古代の史料
となると、問題の核心部分についてばっちりと書
き残してくれているものがないことがほとんどで

す。そこで、まずは問題となる史料を丹念に読
み込みこんで、その意味を考えます。次に傍証
史料を集めて、問題の核心部分に迫っていくの
です。試行錯誤を繰り返す中で、「あ、わかっ
た ！ 」と思えた瞬間の幸せなこと。 一度経験す
ると病みつきになります。

目を肥やすことも大切
史料学では、文字が書かれた遺物の観察も

重要視しています。遺物は活字からではわから
ない情報を見せてくれます。その情報をキャッ
チするためには、日頃から色々な遺物を見て、
目を肥やしておくことも大切です。遺物を見ると
いうのはそんなに大袈裟なことではありませ
ん。博物館に行って展示品を観察したり、図録
などの写真をじっくりみると良いのです。

写真１の遺物は何でしょう。これは平城京二
条二坊六坪の溝跡から出土した漆紙文書の赤
外線写真です。漆は工芸品などに用いられる樹
液ですが、使い残しは空気と遮断しておかない

と、固まって使えなくなります。そこで、容器に入
れた漆の表面にいらなくなった紙を乗せておき
ます。紙に染みこんだ漆だけが固まって、蓋にな
るのですね。漆が染みこんだ紙は、土に埋まって
も腐食せず、発掘の日を待つことになります。

たまたま、奈良文化財研究所で性格未詳の漆
紙文書として、実物を見せて頂いたときに、ピン
と来ました。「あ、田図だ。」それ以前に、8世紀の
荘園図を研究したことがありましたので、小さな
断片ながら、その文字や線に、共通する雰囲気を
感じたのです。写真２は、越中国砺波郡井山村
墾田地図の一部です。似ているでしょう？ 様々な
史料を見ていくことが、新しく遭遇する史料を理
解するときに役立つことを実感した瞬間でした。

史料学の世界へ
経験と勘を頼りに、しかも妄想に陥らないよ

うに、しっかりと証拠を集めて実証する。そんな
謎解きの世界に関心をお持ちの方は、史料学
の世界に足を踏み入れてみませんか。

　川敏子
 YOSHIKAWA Toshiko

1968年大阪市生まれ。京都大学文学部卒業。同大

学院文学研究科国史学専攻後期博士課程退学。同

大学博士（文学）。東海大学文学部専任講師・准教

授・教授を経て、2012年、本学に着任。著述に『律

令国家成立史の研究』（塙書房、2006年）、『氏と家

の古代史』（塙書房、2013年）、「光明皇太后と孝謙

天皇の皇統観」（『史聚』47号、2014年）、「河内国坂

門牧の史料学的研究」（『文化財学報』35集、2017

年）など。

史料学・日本古代史／教授

古代牧研究のために訪れた宮崎県都井岬の岬馬韓国慶州雁鴨池

写真２

写真１（奈良文化財研究所提供） 写真２の釈文写真１の釈文
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大学には出会いがある
高校教員を目指して大学に入学した頃、経

済学部の学生でありながら考古学研究会に
入って考古学の入門書を読みふけっていた
私に「 君は 本に書いてあることを 信じる
の？」と声をかけてくれた先生の一言が私の
人生を変えました。高校までの「勉強」では
なく自分の目で確かめて考える「学問」の楽
しさを大学に入って初めて知ったのです。

実物に接して考える
その後、私は大学で考古学を学び、さらに

文化財を守るための方法を研究し実践する
保存科学を学びました。実物に接して考える
姿勢は就職してからも生かされました。福島

県立博物館、奈良県立橿原考古学研究所、
九州国立博物館、これまで30年間ずっと文
化財保存の最前線に立ち続けてきました
が、常に実物を対象に科学の目で調べて情
報を探り出し、文化財の保存に役立てる姿
勢を通して研究を続けてきました。福島県立
博物館では、新しい博物館で起こる環境変
化から文化財を守る調査を行いました。奈良
県立橿原考古学研究所では、豪華な馬具や
装飾品が発見された藤ノ木古墳や三角縁神
獣鏡が数多く発見された黒塚古墳の出土遺
物の保存や科学的調査に携わりました。九
州国立博物館では「阿修羅」展をはじめ数
多くの展覧会の展示環境を整えると共に
三次元計測器やＸ線CTなどを使った科学

的調査を実践してきました。また、内モンゴ
ル博物院をはじめ中国や東南アジアの研究
機関と協力しながら文化財の保存・修復や
展示・活用に携わってきました。

文化財の保存と活用
実物に接して考える機会を得ると、そのた

びに新しい発想が生まれると共に謎が深ま
り、やがてその壁を乗り越える新たな発見が
あります。

常に実物に接して考えることが、文化財の
保存と活用に繋がった一例をご紹介しま
しょう。

三角縁神獣鏡が33枚も発見された黒塚古
墳では、鏡をどのように保存するか？泥と錆
びに覆われた鏡からどんな情報を引き出す
のかが課題でした。一枚の鏡の周囲に付着
した泥を顕微鏡で観察すると織物の痕跡が
見つかりました。ひょっとすると鏡は裸で置
かれていたのではなく、箱や袋に入れられて
いたのかもしれないという考えが浮かびま
した。そこで発掘現場で鏡を綺麗に清掃す
るのではなく、できるだけ周囲に泥をつけて
取り上げてもらうことにしました。その結果、
33枚の鏡は全て絹織物で包まれていること
がわかりました。次に泥や錆を根気よく外す
と鏡の文様が見えて
きましたが、錆を取っ
て綺麗にして図面を
書いただけでは新し
い 研 究 に なりま せ
ん。これまでに日本
各地で発見された鏡
との比較研究が必要
だったのです。そこで

思いついたのが徹底的に正確な情報を記録
して比較研究しようという試みでした。レー
ザーを使った非接触の精密三次元計測機を
行って鏡を計測しました。数十万点の三次元
情報を元に比較研究しようとしたのです。し
かし、比較研究するためには全国各地の博
物館や研究機関にある鏡を網羅する必要が
ありました。そこで、宮内庁や東京国立博物
館所蔵の鏡を三次元計測しました。その結
果が600枚以上の古墳出土鏡を掲載した

『古鏡綜覧』（学生社）です。

奈良で一緒に学ぼう
奈良には古代の遺跡や文化財が数多くあ

ります。奈良に来て文化財と対話してみてく
ださい。奈良大学では奈良の文化財を科学
の目で見て研究する保存科学の他にも考古
学・美術史・史料学を総合的に学ぶことがで
きます。さらに文化財を守るための防災知
識も学べます。また、水中考古学で発見され
る沈没船などから発見された遺物の保存も
手がけています。奈良大学では全国から研
究者が集まる学会も開催されています。さあ
全国の文化財関係機関や博物館で文化財
保存担当として活躍する将来を夢見て奈良
で一緒に学んで行きましょう。

日本文化財科学会を開催。全国から研究者が集まった。

和歌山県白浜町生まれ、駒沢大学経済学部入学時から考

古学に興味を持ち青山学院大学・大学院で考古学を学ん

で博士後期課程を修了。大学院在学中から５年間、東京

国立文化財研究所で保存科学を学ぶ。1985年から福島

県立博物館保存科学担当学芸員、1989年から奈良県立

橿原考古学研究所保存科学研究室長を経て2004年から

九州国立博物館、博物館科学課長として国内だけでなく

アジア各国と協力しながら文化財の保存や科学的調査

の研究に取り組む。1994年学術博士（京都工芸繊維大

学）。2016年4月に奈良大学文化財学科に着任。現在、本

学学長。著書に水浸木製文物の保存科学的研究（九州国

立博物館）、博物館資料保存論（放送大学）、X線CTによる

中国古代青銅器の構造技法解析（九州国立博物館）、水中

遺跡と保存科学（文化庁）など。

私が手に持っているのはＸ線CTのデータを３Ｄプリン

タで出力して陶器の技術で焼いた縄文土器の複製品。変

色や風化がない世界初の技術です。 

今津節生
IMAZU  Setsuo

保存科学／教授・学長

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University24
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文化財、保存科学との出会い
小学生のころ、父に連れられて、ちょうど

壁画が発見されたばかりでにぎわう飛鳥の
地に毎週のように行きました。あたりまえの
ように考古学や文化財に興味を持ち、唯一
の文化財学科を持つ奈良大学に入学しまし
た。３年生になりゼミを選択する際、ちょう
ど西山先生が奈良大学に来られ、それまで
ほとんど知らなかった「保存科学」と出会う
ことになったのです。

自分がやりたかったのはまさにこれだ！
と、直感的に感じました。はじまったばかり
の保存科学ゼミで、文化財の保存について
の実践を一から学びました。卒業後は、関西
と関東の埋蔵文化財センターでそれぞれ１

年ずつ非常勤としてお世話になり、木製品
や鉄製品の保存処理の技術を身につけるこ
とができたのです。

ちょうどそのころ、新しい博物館構想が
あった徳島県で保存科学担当学芸員の採用
試験があり、運よく採用されることとなった
私は、博物館学芸員としてのいろはを教わる
とともに、博物館における資料保存や環境
管理、出土遺物の分析などについても取り
組むチャンスをいただきました。

私と保存科学とのかかわりは、まさに奈良
大学との出会いにはじまり、文化財の保存
に取り組む多くの方々との出会いに支えられ
てきました。

文化財と対話できる特権
どんなモノを見ても、「どうやってつくった

んだろう？」などと感じてしまう私は、生まれ
ながらにして、まさに保存科学的なモノの見
方が身についていたのかも知れません。要す
るにちょっと変わった人間だったのです。

おかげで、私にとって文化財の裏側を見る
保存科学的な調査はほんとうに楽しくてし
かたがありません。奈良大学には、科学的に
文化財を調査できる分析機器が数多く揃っ
ています。世紀の大発見！などというものは
そんなにしょっちゅうあるものではありませ
んが、小さな発見は毎日のようにあります。

文化財は、決して普通には話してくれませ
んが、じっくりと見つめていると何かしらを
語りかけてくれているような気がします。そ
れを感じ取れる感性は、どれだけ文化財と向
き合ったかによるのかも知れません。学生の
時から多くの実物の文化財に触れ、向き合う
ことができるのも奈良大学文化財学科の特
権と言えるでしょう。

古代の技の追求をめざして
博物館に勤務している間、徳島県と言う土

地柄もあり、多くの銅鐸の調査分析に携わ
る機会を得ました。古くから「朱塗りの銅鐸」
と呼ばれていた銅鐸を蛍光X線分析装置で
調べた結果、まさに辰砂という古代の赤い顔
料でほぼ全体を彩られていたことをつきとめ
たり、同じように赤く彩られた銅鐸が徳島県
内だけでもほかに３点あることを確認するこ
とができました。また、X線透過撮影をおこ
ない、「鋳掛け」と呼ばれる補修の痕跡があ
る銅鐸をいくつか調べる中で、弥生時代に銅
鐸をつくった人たちの鋳造技術に強い関心

を持つようになり、銅鐸の復元をめざしてい
る鋳造家の方と知り合うことで、古代の技の
一部を知ることができました。今後も、古代
の人々が残してくれた遺物の保存、調査を通
して、彼らがものづくりに込めた思いやわざ
を探り続けたいと思っています。

文化財には、表から見える顔とは別に、そ
の裏側に製作者や長い間保存にかかわった
人たちのわざや思いが隠されています。さま
ざまな機器を使い、通常は目では見ることが
できない情報を引き出すことで、文化財の新
たな価値を見出し、保存につなげるのも保存
科学の果たす事ができる大きな役割だと言
えるでしょう。

博物館で学生と環境管理のボランティア

石造文化財保存のワークショップにて

魚島純一
 UOSHIMA  Jun-ichi

1964年大阪府生まれ。1987年奈良大学

文学部文化財学科卒業、1989年から徳

島県立博物館で保存科学担当学芸員と

なり、展示や普及活動の他、博物館の

環境管理や資料保存、考古資料などの

分析を手がける。2012年４月より、奈

良大学文学部文化財学科（保存科学）、

現在に至る。

保存科学／教授
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の文化財学科を持つ奈良大学に入学しまし
た。３年生になりゼミを選択する際、ちょう
ど西山先生が奈良大学に来られ、それまで
ほとんど知らなかった「保存科学」と出会う
ことになったのです。
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と、直感的に感じました。はじまったばかり
の保存科学ゼミで、文化財の保存について
の実践を一から学びました。卒業後は、関西
と関東の埋蔵文化財センターでそれぞれ１

年ずつ非常勤としてお世話になり、木製品
や鉄製品の保存処理の技術を身につけるこ
とができたのです。
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あった徳島県で保存科学担当学芸員の採用
試験があり、運よく採用されることとなった
私は、博物館学芸員としてのいろはを教わる
とともに、博物館における資料保存や環境
管理、出土遺物の分析などについても取り
組むチャンスをいただきました。

私と保存科学とのかかわりは、まさに奈良
大学との出会いにはじまり、文化財の保存
に取り組む多くの方々との出会いに支えられ
てきました。

文化財と対話できる特権
どんなモノを見ても、「どうやってつくった

んだろう？」などと感じてしまう私は、生まれ
ながらにして、まさに保存科学的なモノの見
方が身についていたのかも知れません。要す
るにちょっと変わった人間だったのです。

おかげで、私にとって文化財の裏側を見る
保存科学的な調査はほんとうに楽しくてし
かたがありません。奈良大学には、科学的に
文化財を調査できる分析機器が数多く揃っ
ています。世紀の大発見！などというものは
そんなにしょっちゅうあるものではありませ
んが、小さな発見は毎日のようにあります。

文化財は、決して普通には話してくれませ
んが、じっくりと見つめていると何かしらを
語りかけてくれているような気がします。そ
れを感じ取れる感性は、どれだけ文化財と向
き合ったかによるのかも知れません。学生の
時から多くの実物の文化財に触れ、向き合う
ことができるのも奈良大学文化財学科の特
権と言えるでしょう。

古代の技の追求をめざして
博物館に勤務している間、徳島県と言う土

地柄もあり、多くの銅鐸の調査分析に携わ
る機会を得ました。古くから「朱塗りの銅鐸」
と呼ばれていた銅鐸を蛍光X線分析装置で
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たり、同じように赤く彩られた銅鐸が徳島県
内だけでもほかに３点あることを確認するこ
とができました。また、X線透過撮影をおこ
ない、「鋳掛け」と呼ばれる補修の痕跡があ
る銅鐸をいくつか調べる中で、弥生時代に銅
鐸をつくった人たちの鋳造技術に強い関心

を持つようになり、銅鐸の復元をめざしてい
る鋳造家の方と知り合うことで、古代の技の
一部を知ることができました。今後も、古代
の人々が残してくれた遺物の保存、調査を通
して、彼らがものづくりに込めた思いやわざ
を探り続けたいと思っています。

文化財には、表から見える顔とは別に、そ
の裏側に製作者や長い間保存にかかわった
人たちのわざや思いが隠されています。さま
ざまな機器を使い、通常は目では見ることが
できない情報を引き出すことで、文化財の新
たな価値を見出し、保存につなげるのも保存
科学の果たす事ができる大きな役割だと言
えるでしょう。
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考古学・保存科学との出会い
最初の大きなきっかけは、高校時 代に同

級生の勧めで読んだ松本清張の「火の路」と
いう小説でした。飛鳥の古代史をテーマとし
た内容で、現地を見たくて、夏休みに千葉か
ら鈍行列車を乗り継いで 飛 鳥を訪れ、不思
議な魅力に取りつかれました。そのことで、
関西の大学に入り、考古学と出会います。

考古学では発掘調査が基 本ですが、私の
場 合 は、遺 跡 を 掘 ることよりも、出 土した

「もの」をじっくり観 察することに強い興味
を覚 えました。大 学に入って最 初 の 冬 休 み
に先輩の紹介で、奈良県立橿原考古学研究
所で のアルバイトに行き、藤ノ木 古 墳の馬
具の実 測をさせてもらったことによるもの

です。現 在、国宝になっているこの資 料は、
金属の金具に細かい文様 が施されていて、
このようなものをどうやって作るのか、強い
興味がわきました。

もう一つの大きな出会いは、文化 財の 複
製品です。大学のゼミで訪れたとある資料館
で見た家形 埴輪の複製品は、本物にしか見
えませんでしたが、先輩に、合成樹脂で作ら
れていることを聞いて驚いたことを覚えてい
ます。

そのような経 験を経て、普 通の考古学専
攻 生が歩むのとは違った道に進 み、京都に
あった文化財の複製を作る会社に入りまし
た。そこで合成樹脂を使った作業を覚え、修
復や保存処理といった保存科学の世界に関

わるようになります。

強みを活かし好きを深める
数年後、九州の福岡市で、保存科学担当者

の採用があることを聞き、より深く資料に関
われる道を選び、思い切って試験を受け、転
職することができました。

福岡市は古くから交流の拠点として栄え
遺 跡が多い上に、現在も九州の中で中心的
な都市として発展を続けており、埋蔵文化財
の調査や研究が非常に活発な場所です。私
が採用された当時、ちょうど福岡市埋蔵文化
財センターの増築が計画されていて、保存科
学担当として新しい保存処理設備や分析装
置導入に関わることができました。しかし大
変なのは、ここからです。新しく入った設 備
や装置を使って成 果を出さなければなりま
せん。たくさんの 保 存 科学や考古学の関係
者に指導してもらったおかげで、様々な保存
処理や調査をすることができました。

中で も「レプリカ法」の改 良は、大きな成
果につながったと考えています。レプリカ法
とは、土器などに付いた植物種子や昆虫の圧
痕（凹み）をシリコーンゴムで転写し、電子顕
微鏡で観察することで、圧痕の同定を行う研
究法です。これを誰もが確実に作業できるよ
うに考え、マニュアル 化したことで、特に縄
文時代の植物栽培や食性研究が大きく進展
しました。

　他には学生時 代のアルバイトで出会っ
たモノづくりへの興味から、ガラスや金属製
品について、材質を中心とする調査を数多く
行ってきました。福岡市の中心部「博多」は、
中世の国際貿易都市でもあり、その中で 金
属やガラスの生産も行われていました。特に
ガラスは、保存科学的調査によって、中国の
宋から来た技術で作られた可能性が高いこ

とが明らかになるとともに、博多で作られた
ガラスが全国に広まっていたことも見えてき
ています。

奈良大学で学ぶということ
私の仕事の原 動力は、「もの」への興味で

す。文化財は人が作り、それが様々な形で伝
えられ、現在私たちの目の前にその姿を残し
ています。どんな人が何のために作り、どう
やって使われ、伝わってきたのか。一つのも
のを見るだけで、たくさんの疑問がわいてき
ます。その答えを探すのに有効なのが、科学
の目です。Ｘ線や顕微鏡を使ってモノを見る
ことで、普通に見ていてもわからないことが
見えてきます。そんなワクワクした気持ちを
楽しみながら、歴史の解明に寄与する、そし
て次世代に伝えることも考える。そんな保存
科学を実践的に学べるのが奈良大学の良さ
であり強みです。

もう一つ大事なことは、仕事は一人ではで
きないということです。研 究も、先学による
成果があり、それを深めることで前に進みま
す。そして多くの人に話を聞き、議論すること
で正確性や客観性が高まっていきます。大学
は仲間とともに自分を高める訓練の場だと
思います。文化財が好きな人が集まる奈良大
で、是非、楽しみながら学びましょう。

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

比佐陽一郎
HISA Yoichiro

保存科学・考古学／教授

1968年千葉県習志野市生まれ。1991年同志社大学文学

部文化学科卒業。民間企業を経て1995年から福岡市教

育委員会に勤務。福岡市埋蔵文化財センターの保存処理

や、市役所本庁で史跡整備や文化財指定など文化財保護

業務に携わる。2023年4月より現職。

博多遺跡群出土ガラス小玉のデジタルマイクロスコープ画像

縄文土器に残された圧痕のレプリカの電子顕微鏡画像
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議な魅力に取りつかれました。そのことで、
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金属の金具に細かい文様 が施されていて、
このようなものをどうやって作るのか、強い
興味がわきました。
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製品です。大学のゼミで訪れたとある資料館
で見た家形 埴輪の複製品は、本物にしか見
えませんでしたが、先輩に、合成樹脂で作ら
れていることを聞いて驚いたことを覚えてい
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そのような経 験を経て、普 通の考古学専
攻 生が歩むのとは違った道に進 み、京都に
あった文化財の複製を作る会社に入りまし
た。そこで合成樹脂を使った作業を覚え、修
復や保存処理といった保存科学の世界に関

わるようになります。

強みを活かし好きを深める
数年後、九州の福岡市で、保存科学担当者

の採用があることを聞き、より深く資料に関
われる道を選び、思い切って試験を受け、転
職することができました。

福岡市は古くから交流の拠点として栄え
遺 跡が多い上に、現在も九州の中で中心的
な都市として発展を続けており、埋蔵文化財
の調査や研究が非常に活発な場所です。私
が採用された当時、ちょうど福岡市埋蔵文化
財センターの増築が計画されていて、保存科
学担当として新しい保存処理設備や分析装
置導入に関わることができました。しかし大
変なのは、ここからです。新しく入った設 備
や装置を使って成 果を出さなければなりま
せん。たくさんの 保 存 科学や考古学の関係
者に指導してもらったおかげで、様々な保存
処理や調査をすることができました。
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果につながったと考えています。レプリカ法
とは、土器などに付いた植物種子や昆虫の圧
痕（凹み）をシリコーンゴムで転写し、電子顕
微鏡で観察することで、圧痕の同定を行う研
究法です。これを誰もが確実に作業できるよ
うに考え、マニュアル 化したことで、特に縄
文時代の植物栽培や食性研究が大きく進展
しました。

　他には学生時 代のアルバイトで出会っ
たモノづくりへの興味から、ガラスや金属製
品について、材質を中心とする調査を数多く
行ってきました。福岡市の中心部「博多」は、
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属やガラスの生産も行われていました。特に
ガラスは、保存科学的調査によって、中国の
宋から来た技術で作られた可能性が高いこ

とが明らかになるとともに、博多で作られた
ガラスが全国に広まっていたことも見えてき
ています。

奈良大学で学ぶということ
私の仕事の原 動力は、「もの」への興味で

す。文化財は人が作り、それが様々な形で伝
えられ、現在私たちの目の前にその姿を残し
ています。どんな人が何のために作り、どう
やって使われ、伝わってきたのか。一つのも
のを見るだけで、たくさんの疑問がわいてき
ます。その答えを探すのに有効なのが、科学
の目です。Ｘ線や顕微鏡を使ってモノを見る
ことで、普通に見ていてもわからないことが
見えてきます。そんなワクワクした気持ちを
楽しみながら、歴史の解明に寄与する、そし
て次世代に伝えることも考える。そんな保存
科学を実践的に学べるのが奈良大学の良さ
であり強みです。

もう一つ大事なことは、仕事は一人ではで
きないということです。研 究も、先学による
成果があり、それを深めることで前に進みま
す。そして多くの人に話を聞き、議論すること
で正確性や客観性が高まっていきます。大学
は仲間とともに自分を高める訓練の場だと
思います。文化財が好きな人が集まる奈良大
で、是非、楽しみながら学びましょう。

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

比佐陽一郎
HISA Yoichiro

保存科学・考古学／教授

1968年千葉県習志野市生まれ。1991年同志社大学文学

部文化学科卒業。民間企業を経て1995年から福岡市教

育委員会に勤務。福岡市埋蔵文化財センターの保存処理

や、市役所本庁で史跡整備や文化財指定など文化財保護

業務に携わる。2023年4月より現職。

博多遺跡群出土ガラス小玉のデジタルマイクロスコープ画像

縄文土器に残された圧痕のレプリカの電子顕微鏡画像
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文化財・保存科学との出会い
私と保 存 科 学との関わりは、北海 道にあ

る試 験研究機関において「木材を長持ちさ
せる」という課題に取り組むことからスター
トしています。そこでは、「木」という有機 物
の 分 解をいかに抑えるかについて、実 験 室
で 試 験 や 分 析 を 繰り返 す 毎 日 でし た。ま
た、ヒグマの潜む酷暑の山林で 大 量のアブ
に悩まされながら、あるいは吹雪の平原で
凍 えながらの実 地 調 査も多々、経 験してき
ました。

そ の ような 中、木 造 の 寺 社 建 築 や 砂 澤
ビッキ氏が制作したアート作品の保存に関
する仕事が 舞 い 込むようになり、文化 財と
の接点を持つようになりました。当事者とし

て立った実際 の現 場においては、何 事も保
存科学の理論に沿ったかたちで作業を進め
ていくわけにもいかず、決して待ってはくれ
ない時間を前に色々と頭を悩ませていたこ
とを記憶しています。しかし、「手強い相手」
だからこそ、その分やりがいも大きく感じて
いました。

そ の 後、縁 あって、道 立の 総 合 博 物 館 で
あ る 北 海 道 開 拓 記 念 館（2015年　北 海 道
博 物 館に改 称）に配 属され、保 存 科 学 担当
の 学 芸 員として働くことに なりました。木
材、金 属、石 材、紙、繊 維、皮 革、樹 脂 な ど、
多種多様な素 材からなる、およそ19万件も
の資料を所蔵する勤務先で、その物量に圧
倒されながらも、嬉々として仕事に取り組ん

で いたのですが、全てが順 風 満 帆というわ
けで はありませんでした。予算や人 員 が 削
減 され、施 設 が 老 朽 化 する中で、いか に 環
境管理、保存修復業務を回していくのか、と
いうことへの対応が私に求められていたの
です。

このような課 題は、他の職 員 からの協力
を取付け、一つ一つ、地道に解決していくほ
か方法がありません。ここでの経験は、保存
科学担当者が「モノ＝（資料）」を相手にする
ばかりで はなく、身 近な「ヒト」に保 存 の重
要性を知ってもらうよう、上手に説明する必
要があるという、とても大切なことを気づか
せてくれました。

文化財を守り伝えていくために
文化 財を 守り伝 えていくためには、科 学

にもとづいた調査研 究が欠かせません。具
体 的には、文化 財 が今どのような状 態にあ
るのか、あるいは、それが置かれている環境
は適 切なのか、ということについて知る必
要があるのです。私のこれまでの研 究を例
にとると、X 線C Tスキャナを用いて文化 財
を壊さずにその内部を調 査したり、DNA分
析によって木造建 築を腐らせる菌類を早い
段階で見つけ出すような活動があげられま
す。また、博物館で日常的に行われている温

湿 度、空 気 清 浄度、文化 財 害虫の調 査 も重
要な活動と言えるでしょう。

一方、科 学 的 な 話とは 別 に、文化 財 の 保
存に関 わる者として、私 から皆さんに是 非
お伝えしたいことがあります。それは、文化
財の 保 存において一 番重 要なのは「モノを
遺したい」という「ヒトの想い」ということで
す。この 想いとは先 人 がつむいできた歴 史
への敬意、多様性への寛容に他なりません。
昨 今、紛 争 の中で 一 瞬にして消え去る文化
財の報 道を目にして、「見 解の相違」で片づ
けられることなく、この 想いが世界 中に広
がることを願っています。

「モノガタリ」を追い求めて
博 物 館の展 示ケースの中、あるいは荒 涼

とした遺跡において出会う「モノ」は黙して
語りません。しかし、「聞く耳」を持っている

「ヒト」には、そ の「モノガタリ」を 饒 舌 に 語
りか けてくるものです。奈良 大 学で は文化
財の宝庫である古都で存分に「モノ」と向き
合い学ぶ、贅 沢な時を過ごすことができま
す。ぜ ひ、皆 さんも奈良 大 学で「モノガタリ
を聞く耳」を育てていってください。そこに
は生涯を豊かなものにする感動に満ちた地
平が見えてくるはずです！

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

杉山智昭　
SUGIYAMA Tomoaki

保存科学／准教授

北海道生まれ。弘前大学理学部卒業。同大学院理学研究

科修士課程修了。東京藝術大学大学院美術研究科文化財

保存学専攻博士後期課程修了。北海道立林産試験場研究

職員、北海道開拓記念館学芸員、北海道博物館学芸員を

経て、2021年より現職。

主な論文に「X線CTによるアイヌ民族資料「シントコ（行

器）」の製作技法および劣化現況に関する調査」、「新規導

入展示ケースにおけるアルデヒド類の放散について」、

「津波による水損文化財の緊急避難措置としての低酸素

濃度処理法の評価」、「寒冷地における歴史的木造建築物

の保存にむけて -旧開拓使工業局庁舎を例に-」など。

X線CTによる小刀鞘の調査

在りし日のパルミラ・ベル神殿（シリア）にてボストン美術館の修復室にて
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の 分 解をいかに抑えるかについて、実 験 室
で 試 験 や 分 析 を 繰り返 す 毎 日 でし た。ま
た、ヒグマの潜む酷暑の山林で 大 量のアブ
に悩まされながら、あるいは吹雪の平原で
凍 えながらの実 地 調 査も多々、経 験してき
ました。

そ の ような 中、木 造 の 寺 社 建 築 や 砂 澤
ビッキ氏が制作したアート作品の保存に関
する仕事が 舞 い 込むようになり、文化 財と
の接点を持つようになりました。当事者とし

て立った実際 の現 場においては、何 事も保
存科学の理論に沿ったかたちで作業を進め
ていくわけにもいかず、決して待ってはくれ
ない時間を前に色々と頭を悩ませていたこ
とを記憶しています。しかし、「手強い相手」
だからこそ、その分やりがいも大きく感じて
いました。

そ の 後、縁 あって、道 立の 総 合 博 物 館 で
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の 学 芸 員として働くことに なりました。木
材、金 属、石 材、紙、繊 維、皮 革、樹 脂 な ど、
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減 され、施 設 が 老 朽 化 する中で、いか に 環
境管理、保存修復業務を回していくのか、と
いうことへの対応が私に求められていたの
です。

このような課 題は、他の職 員 からの協力
を取付け、一つ一つ、地道に解決していくほ
か方法がありません。ここでの経験は、保存
科学担当者が「モノ＝（資料）」を相手にする
ばかりで はなく、身 近な「ヒト」に保 存 の重
要性を知ってもらうよう、上手に説明する必
要があるという、とても大切なことを気づか
せてくれました。

文化財を守り伝えていくために
文化 財を 守り伝 えていくためには、科 学

にもとづいた調査研 究が欠かせません。具
体 的には、文化 財 が今どのような状 態にあ
るのか、あるいは、それが置かれている環境
は適 切なのか、ということについて知る必
要があるのです。私のこれまでの研 究を例
にとると、X 線C Tスキャナを用いて文化 財
を壊さずにその内部を調 査したり、DNA分
析によって木造建 築を腐らせる菌類を早い
段階で見つけ出すような活動があげられま
す。また、博物館で日常的に行われている温

湿 度、空 気 清 浄度、文化 財 害虫の調 査 も重
要な活動と言えるでしょう。

一方、科 学 的 な 話とは 別 に、文化 財 の 保
存に関 わる者として、私 から皆さんに是 非
お伝えしたいことがあります。それは、文化
財の 保 存において一 番重 要なのは「モノを
遺したい」という「ヒトの想い」ということで
す。この 想いとは先 人 がつむいできた歴 史
への敬意、多様性への寛容に他なりません。
昨 今、紛 争 の中で 一 瞬にして消え去る文化
財の報 道を目にして、「見 解の相違」で片づ
けられることなく、この 想いが世界 中に広
がることを願っています。

「モノガタリ」を追い求めて
博 物 館の展 示ケースの中、あるいは荒 涼

とした遺跡において出会う「モノ」は黙して
語りません。しかし、「聞く耳」を持っている

「ヒト」には、そ の「モノガタリ」を 饒 舌 に 語
りか けてくるものです。奈良 大 学で は文化
財の宝庫である古都で存分に「モノ」と向き
合い学ぶ、贅 沢な時を過ごすことができま
す。ぜ ひ、皆 さんも奈良 大 学で「モノガタリ
を聞く耳」を育てていってください。そこに
は生涯を豊かなものにする感動に満ちた地
平が見えてくるはずです！
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こんにちは相原ゼミです。

考古学研究は現場での精緻な発掘調査によって支えられています。そして、その遺跡

（文化財）をどう守り、継承して、活用していくのかも重要な課題です。現在、各地で多

くの発掘調査が行われており、文化財保護の活動もなされています。発掘現場や文化

財の現地、活用の場面に出かけて、その空気を体感しながら学んでいきます。

相原ゼミでは……

遺跡から歴史を読み解く個別の研究だけでなく、様々な文化財を守り、育み、活かす方

法を学んでいきます。 ゼミの専門分野
相原嘉之准教授

日本考古学・文化財学

□ドラマでみた鏡に興味をもった
□地元の文化財に興味があった
□考古学がしたかった
　　　　　　　　　　　などなど

ゼミ選択
の理由

□寺院の塔心礎
□井戸の祭祀
□三角縁神獣鏡
□弥生時代石器の流通
□水中考古学
□世界自然遺産の保護
□錦帯橋の保存・活用
□伊勢神宮
　　　　　　などなど

ゼミのみんなは
こんな研究をしています

無事に卒業しました！

教室でのゼミ風景

相原ゼミ一同（2021.1）

平城京発掘現場の見学

高松塚壁画を救出

考古学は、遺跡から過去の
　歴史を読み解く学問である
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豊島直博教授
弥生・古墳時代の考古学
ゼミの専門分野

美術史の分野のうち彫刻作品など宗教美術（仏教美術・神道美術）を中心に学んで
います。古いものでも新しいものでもどんなジャンルの資料でも、それぞれの美術
資料を通じてその背後に広がる歴史を見つめていくうちに、資料自体の見え方も変
わってきます。対象を広く深くみつめる眼差しを身につけていきましょう。

美術資料から歴史を読み解こう！

ゼミのみんなはこんな研究をしています

□正倉院宝物と西アジア

□願成就院の運慶仏について

□鎌倉地方の禅宗彫像とその特徴

□幕末から明治期の洋風建築について

□大和地方の仮面について

□奈良時代の十一面観音像と東大寺修二会

□「風信帖」からみる空海の書の特色

□見返り阿弥陀について

□仏像における宋風の受容と展開

□豊国大明神とその表象

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

ゼミのみんなはこんな研究をしています

□近代の軍服

□古代の装身具

□中国青銅器

□世界の古代宗教

□縄文時代の仮面

□ローマングラス

□古墳が好き
□サッカーが好き
□発掘がしてみたい
□単位が取りやすかった
□研究者になりたい

豊島ゼミでは夏休みに約２週間、古墳の測量調査をします。春休みに約１ヶ月間、
古墳の発掘調査をします。それ以外は、出土遺物の整理作業を週２回程度行います。
参加者は考古学の基礎が身に付き、全員が仲良くなります。体力に自信のある人、
技術を身につけたい人、将来専門職に就きたい人は来てください。
なお、先生は昼休み、平城宮のグラウンドでサッカーをしています。サッカーの好
きな人も募集中です。

発掘とサッカーが
　　　好きな人募集中

□古墳時代の鉄鏃

□盾持人物埴輪

□動物考古学（馬）

□中宮寺の瓦

□邪馬台国

□善光寺と門前町

□蝦夷地の文化

ゼミ選択
の理由

大河内智之准教授
美術史（彫刻）
ゼミの専門分野

大
河
内
ゼ
ミ
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豊
島
ゼ
ミ

豊島直博教授
弥生・古墳時代の考古学
ゼミの専門分野

美術史の分野のうち彫刻作品など宗教美術（仏教美術・神道美術）を中心に学んで
います。古いものでも新しいものでもどんなジャンルの資料でも、それぞれの美術
資料を通じてその背後に広がる歴史を見つめていくうちに、資料自体の見え方も変
わってきます。対象を広く深くみつめる眼差しを身につけていきましょう。

美術資料から歴史を読み解こう！

ゼミのみんなはこんな研究をしています

□正倉院宝物と西アジア

□願成就院の運慶仏について

□鎌倉地方の禅宗彫像とその特徴

□幕末から明治期の洋風建築について

□大和地方の仮面について

□奈良時代の十一面観音像と東大寺修二会

□「風信帖」からみる空海の書の特色

□見返り阿弥陀について

□仏像における宋風の受容と展開

□豊国大明神とその表象
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ゼミのみんなはこんな研究をしています

□近代の軍服

□古代の装身具

□中国青銅器

□世界の古代宗教

□縄文時代の仮面

□ローマングラス

□古墳が好き
□サッカーが好き
□発掘がしてみたい
□単位が取りやすかった
□研究者になりたい

豊島ゼミでは夏休みに約２週間、古墳の測量調査をします。春休みに約１ヶ月間、
古墳の発掘調査をします。それ以外は、出土遺物の整理作業を週２回程度行います。
参加者は考古学の基礎が身に付き、全員が仲良くなります。体力に自信のある人、
技術を身につけたい人、将来専門職に就きたい人は来てください。
なお、先生は昼休み、平城宮のグラウンドでサッカーをしています。サッカーの好
きな人も募集中です。

発掘とサッカーが
　　　好きな人募集中

□古墳時代の鉄鏃

□盾持人物埴輪

□動物考古学（馬）

□中宮寺の瓦

□邪馬台国

□善光寺と門前町

□蝦夷地の文化

ゼミ選択
の理由

大河内智之准教授
美術史（彫刻）
ゼミの専門分野

大
河
内
ゼ
ミ
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□文化財の適切な保存環境の研究
□出土遺物の保存処理法の研究
□機器分析による文化財の材質研究
□文化財の製作技法の研究

ゼミのみんなはこんな研究をしています

ゼミ選択
の理由

□文化財の分析に興味があった

□文化財の保存修復に興味があった

原
口
ゼ
ミ

原口志津子教授
美術史(絵画）
ゼミの専門分野

一応、日本美術史絵画分野専攻。先生の専門は仏教説話画で、お経やお経から派生
した説話を絵にしたものを研究しています。でも先生の口癖は「楽しけりゃいいの
よ」。二次元でありさえすれば文句は言われません。ただし、じっくり作品を見ない
と怒られます。

神は細部に宿る
丹念に見れば絵は誠実に
こたえてくれます

ゼミのみんなはこんな研究をしています

□「寝覚物語絵巻」について　□源氏物語絵巻「御法」の料紙装飾
□「涅槃図」に描かれる動物の変化
　聖衆来迎寺「六道絵　等活地獄」について
□有職の文様について　□水墨画　□浮世絵　□中国の花鳥画
□榊原紫峰と国画創作協会　□竹下夢二と暮らしのデザイン
□昭和の抒情画家が描く少女像－中原淳一と松本かつぢを中心に－
□クロード・モネ「印象日の出」について
□ルネ・マグリットについて

ゼミ選択
の理由

□絵が好きだから／綺麗なものを見るのが好き
□雅楽研究会にいるので楽器や装束などに
　関心がある
□浮世絵に関心がある／水墨画が好き
□判じ絵がなぞなぞみたいで面白そうと思ったから
□なんとなく

魚島純一教授
保存科学

ゼミの専門分野

魚
島
ゼ
ミ

文化財を次世代に引き継ぐために保存修復するのは保存科学の大切なしごとです
が、自分自身の眼やさまざまな分析機器などを使って、文化財が持っている隠れ
た情報を引き出してやるのも保存科学の大きな役割の一つです。文化財としっか
りと向きあって、文化財が出す小さな声を聞いてみましょう。

文化財の声を聞こう!文化財の声を聞こう!
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□文化財の適切な保存環境の研究
□出土遺物の保存処理法の研究
□機器分析による文化財の材質研究
□文化財の製作技法の研究

ゼミのみんなはこんな研究をしています

ゼミ選択
の理由

□文化財の分析に興味があった

□文化財の保存修復に興味があった

原
口
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ミ

原口志津子教授
美術史(絵画）
ゼミの専門分野

一応、日本美術史絵画分野専攻。先生の専門は仏教説話画で、お経やお経から派生
した説話を絵にしたものを研究しています。でも先生の口癖は「楽しけりゃいいの
よ」。二次元でありさえすれば文句は言われません。ただし、じっくり作品を見ない
と怒られます。

神は細部に宿る
丹念に見れば絵は誠実に
こたえてくれます

ゼミのみんなはこんな研究をしています

□「寝覚物語絵巻」について　□源氏物語絵巻「御法」の料紙装飾
□「涅槃図」に描かれる動物の変化
　聖衆来迎寺「六道絵　等活地獄」について
□有職の文様について　□水墨画　□浮世絵　□中国の花鳥画
□榊原紫峰と国画創作協会　□竹下夢二と暮らしのデザイン
□昭和の抒情画家が描く少女像－中原淳一と松本かつぢを中心に－
□クロード・モネ「印象日の出」について
□ルネ・マグリットについて

ゼミ選択
の理由

□絵が好きだから／綺麗なものを見るのが好き
□雅楽研究会にいるので楽器や装束などに
　関心がある
□浮世絵に関心がある／水墨画が好き
□判じ絵がなぞなぞみたいで面白そうと思ったから
□なんとなく

魚島純一教授
保存科学

ゼミの専門分野

魚
島
ゼ
ミ

文化財を次世代に引き継ぐために保存修復するのは保存科学の大切なしごとです
が、自分自身の眼やさまざまな分析機器などを使って、文化財が持っている隠れ
た情報を引き出してやるのも保存科学の大きな役割の一つです。文化財としっか
りと向きあって、文化財が出す小さな声を聞いてみましょう。

文化財の声を聞こう!文化財の声を聞こう!
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比佐陽一郎教授
保存科学・考古学
ゼミの専門分野

同じ資料でも、見方を変えると違った情報が得られます。興味を持つことでもの
を見る視点が増えていきます。そして想像力を働かせて、仮説をたて、それを検
証するために更に調査を深めていくことで新しい研究成果につながると考えま
す。そのためには常に資料に向き合い、考え続けることが必要です。

興味と想像力をもって
資料を見る
興味と想像力をもって
資料を見る

杉
山
ゼ
ミ

杉山智昭准教授

保存科学
ゼミの専門分野
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人 類 が こ れ か ら も 新 た な 文 化 的 発 展 を と げ て い く た め に、受 け 継 が れ て き
た 知 の 源 泉 で あ る 文 化 財 は な く て は な ら な い「モ ノ」で す。万 物 流 転 の 世
に あ っ て、形 あ る「モ ノ」は い つ か そ の 姿 を 失 う 運 命 に あ り ま す。保 存 科
学はその「モノ」の消えゆく定めを可能な限り先延ばしするためにあります。
文 化 財 の「カ タ チ」を 永 く 保 つ に は、化 学 的 処 理 は も と よ り、素 材 や 構 造
の 調 査、周 辺 の 環 境 管 理、活 用 方 法 ま で あ り と あ ら ゆ る こ と を 計 画 し、活
動 し て い か な け れ ば な り ま せ ん。そ こ に 終 わ り は あ り ま せ ん が、私 た ち の
前 に は 常 に 知 の フ ロ ン テ ィ ア が 広 が っ て い ま す。そ の 先 に あ る 感 動 を 求 め
て一緒に学びましょう！

いざ、果てなき探求の世界へ！

□博物館資料の保存・活用
□美術工芸品の保存修復

□歴史的町並みの保存
□文化財の保存環境

ゼミのみんなはこんな研究をしています

ゼミ選択
の理由

□文化財の保存修復について興味があったから

□博物館の活動について学びたかったから

□文化財の分析をしてみたかったから
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保存科学・考古学
ゼミの専門分野

同じ資料でも、見方を変えると違った情報が得られます。興味を持つことでもの
を見る視点が増えていきます。そして想像力を働かせて、仮説をたて、それを検
証するために更に調査を深めていくことで新しい研究成果につながると考えま
す。そのためには常に資料に向き合い、考え続けることが必要です。

興味と想像力をもって
資料を見る
興味と想像力をもって
資料を見る

杉
山
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ミ

杉山智昭准教授

保存科学
ゼミの専門分野
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人 類 が こ れ か ら も 新 た な 文 化 的 発 展 を と げ て い く た め に、受 け 継 が れ て き
た 知 の 源 泉 で あ る 文 化 財 は な く て は な ら な い「モ ノ」で す。万 物 流 転 の 世
に あ っ て、形 あ る「モ ノ」は い つ か そ の 姿 を 失 う 運 命 に あ り ま す。保 存 科
学はその「モノ」の消えゆく定めを可能な限り先延ばしするためにあります。
文 化 財 の「カ タ チ」を 永 く 保 つ に は、化 学 的 処 理 は も と よ り、素 材 や 構 造
の 調 査、周 辺 の 環 境 管 理、活 用 方 法 ま で あ り と あ ら ゆ る こ と を 計 画 し、活
動 し て い か な け れ ば な り ま せ ん。そ こ に 終 わ り は あ り ま せ ん が、私 た ち の
前 に は 常 に 知 の フ ロ ン テ ィ ア が 広 が っ て い ま す。そ の 先 に あ る 感 動 を 求 め
て一緒に学びましょう！

いざ、果てなき探求の世界へ！

□博物館資料の保存・活用
□美術工芸品の保存修復

□歴史的町並みの保存
□文化財の保存環境

ゼミのみんなはこんな研究をしています

ゼミ選択
の理由

□文化財の保存修復について興味があったから

□博物館の活動について学びたかったから

□文化財の分析をしてみたかったから
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𠮷
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𠮷

𠮷𠮷𠮷𠮷教授

史料学・日本古代史
ゼミの専門分野

昔の人が残した文字を読み解いて心をときめか
せる、そんな学生が集うゼミです。書かれたり
刻まれたりしているものが紙であれ、木であれ、
石であれ、金属であれ、気になる文字資料があ
れば、とことん調べてみたくなる。関心のおも
むくままに関連文献を集め、書き手の意図を考
えながら読みふけり、時には歴史の舞台となっ
た史跡に足を運ぶ。そんな積み重ねの中で、文
字の向こうに失われし歴史の姿が見えた瞬間の
感動は、何ものにも代えがたい喜びです。

文字を通して文化財を考えよう！文字を通して文化財を考えよう！

□奈良の歴史が好きだから
□高校の日本史では教わらない女性の
　歴史を知りたかったから
□平安貴族の暮らしに興味があったから
□史料学講読の授業で史料を読む面白さにはまった
□戦国武将を愛しているから

ゼミ選択
の理由

ゼミのみんなはこんな研究をしています

□二条大路木簡の研究―吉野行幸を中心に―
□伊勢斎王の卜定についての研究
□平安時代の乳母について
□平安時代の女性装束について
□鎌倉時代の蹴鞠と貴族社会
□九州の武士団菊池氏の系図研究
□木曽諸村と馬
□旧土地台帳を用いた水害被害状況の復元

�
川
ゼ
ミ

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University40
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□高校の日本史では教わらない女性の
　歴史を知りたかったから
□平安貴族の暮らしに興味があったから
□史料学講読の授業で史料を読む面白さにはまった
□戦国武将を愛しているから

ゼミ選択
の理由

ゼミのみんなはこんな研究をしています

□二条大路木簡の研究―吉野行幸を中心に―
□伊勢斎王の卜定についての研究
□平安時代の乳母について
□平安時代の女性装束について
□鎌倉時代の蹴鞠と貴族社会
□九州の武士団菊池氏の系図研究
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設・設備紹介施 文化財学科

実測作業練習に使う本物の土器 仏像を分解し物資の技を体感する

保存科学実習室での学生の研究の様子

考古学実習室
遺物実測や拓本に使う遺物がたくさんあります。
考古学を研究する学生が集まる部屋です。

美術史実習室
美術史の実習はもちろん、自主的な研究会でも使用します。絵巻
を広げられる畳の部屋もあります。

共同研究室
発表レジュメをつくったり、友人と話し合った
り、共同研究室は文化財学科の学生の憩いの場所
です。

保存科学実習室
作業のための部屋と分析・研究の
ための部屋に分かれています。常
にいくつもの分析・研究プロジェ
クトが進められています。施
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・
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文化財学科学生の活動舞台！文化財学科学生の活動舞台！
山陵キャンパスに文化財学研究のための施設・設備があり
ます。効率的な講義や実習・研究のために、施設・設備は計画
的に配置されています。共同研究室や各実習室は学生の自
由な研究の場として開放されています。

山陵キャンパスに文化財学研究のための施設・設備があり
ます。効率的な講義や実習・研究のために、施設・設備は計画
的に配置されています。共同研究室や各実習室は学生の自
由な研究の場として開放されています。

新しい研究のヒントは研究室の会話から

講義室

研究室

講義に合わせて大小さまざまな教室があります。プロジェク
ターや液晶モニターを完備しています。

文化財学科の学生は日常的に教員の研究室を訪ね、さまざまな指導を受けています。学生と教員
との親しさは、文化財学科の大きな特色です。
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設・設備紹介施 文化財学科

実測作業練習に使う本物の土器 仏像を分解し物資の技を体感する

保存科学実習室での学生の研究の様子

考古学実習室
遺物実測や拓本に使う遺物がたくさんあります。
考古学を研究する学生が集まる部屋です。

美術史実習室
美術史の実習はもちろん、自主的な研究会でも使用します。絵巻
を広げられる畳の部屋もあります。

共同研究室
発表レジュメをつくったり、友人と話し合った
り、共同研究室は文化財学科の学生の憩いの場所
です。

保存科学実習室
作業のための部屋と分析・研究の
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文化財学科学生の活動舞台！文化財学科学生の活動舞台！
山陵キャンパスに文化財学研究のための施設・設備があり
ます。効率的な講義や実習・研究のために、施設・設備は計画
的に配置されています。共同研究室や各実習室は学生の自
由な研究の場として開放されています。

山陵キャンパスに文化財学研究のための施設・設備があり
ます。効率的な講義や実習・研究のために、施設・設備は計画
的に配置されています。共同研究室や各実習室は学生の自
由な研究の場として開放されています。

新しい研究のヒントは研究室の会話から

講義室

研究室

講義に合わせて大小さまざまな教室があります。プロジェク
ターや液晶モニターを完備しています。

文化財学科の学生は日常的に教員の研究室を訪ね、さまざまな指導を受けています。学生と教員
との親しさは、文化財学科の大きな特色です。
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設・設備紹介施施

各分野の研究に役立つ
最新の優れた調査機器や分析装置

出土遺物の３D写真撮影風景
考古学研究室では、土器などの遺跡から
出土した遺物の写真撮影を行い、パソコ
ンでデータを解析し３Dデータ化する作
業を行っています。

文化財用３Dプリンター
土器や鏡、仏像などの３Dのデータを用いて、３Dプリンターで樹脂製オブ
ジェクトなどに出力できます。これにより製作技法などがより詳しく分析
できます。

電子線分析装置付走査型電子顕微鏡
文化財を何千倍・何万倍にも拡大し、ミクロの目で観察し素材を分析
します。金属製文化財の元素分布や表面加工の観察、染織文化財の繊
維の表面や断面を観察し、素材等の判別をします。

蛍光Ｘ線分析装置
文化財の材質分析（元素）のための装置です。各構成元素の分
布がスペクトルデータとなって表示されるため、どんな元素
から出来ているのかが一目で分かります。

X線回折分析装置
文化財の材質分析（分子構造）の装置です。蛍光Ｘ
線分析装置と併用することにより、文化財の素材
が手にとるようにわかります。

フーリエ変換赤外分光分析装置
木・布・漆などの有機質文化財の素材調査に使い
ます。繊維が絹か麻か、塗料が漆かカシューかな
どを判別します。

X線透過写真撮影装置
埼玉県・稲荷山古墳の鉄
剣（辛 亥 銘 鉄 剣）の よ う
な錆に隠された象嵌文
字や、仏像の胎内に納め
られた巻物等の納入品
が手に取るように見え
ます。

赤外線分光分析装置 
主に繊維・染料・樹脂など、各種有機物質を調査する
際に用いられます。
調べる資料に赤外領域の光をあてて、その吸収パ
ターンを観察することで材質に関する情報を得る
ことができます。

PEG含浸槽 
PEGとは、ポリエチレン
グリコールという薬剤
の略称です。PEGは木材
遺物の保存処理によく
使われています。高濃度
になってくると常温で
は溶けないので、このよ
うな装置が必要になり
ます。

ぞう がん

３D化された瓦のデータ例
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維の表面や断面を観察し、素材等の判別をします。

蛍光Ｘ線分析装置
文化財の材質分析（元素）のための装置です。各構成元素の分
布がスペクトルデータとなって表示されるため、どんな元素
から出来ているのかが一目で分かります。

X線回折分析装置
文化財の材質分析（分子構造）の装置です。蛍光Ｘ
線分析装置と併用することにより、文化財の素材
が手にとるようにわかります。

フーリエ変換赤外分光分析装置
木・布・漆などの有機質文化財の素材調査に使い
ます。繊維が絹か麻か、塗料が漆かカシューかな
どを判別します。

X線透過写真撮影装置
埼玉県・稲荷山古墳の鉄
剣（辛 亥 銘 鉄 剣）の よ う
な錆に隠された象嵌文
字や、仏像の胎内に納め
られた巻物等の納入品
が手に取るように見え
ます。

赤外線分光分析装置 
主に繊維・染料・樹脂など、各種有機物質を調査する
際に用いられます。
調べる資料に赤外領域の光をあてて、その吸収パ
ターンを観察することで材質に関する情報を得る
ことができます。

PEG含浸槽 
PEGとは、ポリエチレン
グリコールという薬剤
の略称です。PEGは木材
遺物の保存処理によく
使われています。高濃度
になってくると常温で
は溶けないので、このよ
うな装置が必要になり
ます。
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義紹介講 文化財学科

専攻を越え、隣接する分野を
学融合的に学ぶことが可能です

美術史演習

考古学演習

保存科学演習

奈良大学の考古学は、先
史時代はもちろん、古代・
中世・近世の考古学や海
外考古学まで、幅広い専
門家のもとで学ぶことが
できます。

絵画・彫刻・工芸品などの美術作品の歴史を学び、その作品の成立
した背景と展開を実証的に研究します。

文化財の材質・製作技術・構造などを科学的に分
析する方法や保存修復技術、文化財保存の理念な
どについて学びます。

史料学演習
文字だけでなく、文字が書かれ、刻まれた資料そ
のものも含めて考えます。本学図書館には貴重な
文献史料があり、奈良の発掘現場うや寺社には史
料があふれています。

文化財学科　学外授業
考古学・美術史・保存科学・史料学などすべての専門分野の
授業では、１年生から奈良県内を中心に学外へ授業として
たくさん行きます。東大寺、春日大社、薬師寺、唐招提寺な
どの名刹はもちろんのこと、めったにいけない場所に行き
ます。

文化財学科特別講義
文化財学科では各分野の最先端の
研究成果を学生が学ぶために、国内
外の研究者を招いた特別講義を実
施しています。

別講義特

高松塚古墳を見学（考古学）

太安万侶墓にて

興福寺北円堂の運慶仏を拝観（美術史）

保存科学の学外授業

遺跡の年代決定に重要な役割をはたす
炭素14年代の特別講義

モンゴル考古学の特別講義
（モンゴル科学アカデミー考古学研究所・中世遺跡室長による講義）
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中世・近世の考古学や海
外考古学まで、幅広い専
門家のもとで学ぶことが
できます。

絵画・彫刻・工芸品などの美術作品の歴史を学び、その作品の成立
した背景と展開を実証的に研究します。

文化財の材質・製作技術・構造などを科学的に分
析する方法や保存修復技術、文化財保存の理念な
どについて学びます。

史料学演習
文字だけでなく、文字が書かれ、刻まれた資料そ
のものも含めて考えます。本学図書館には貴重な
文献史料があり、奈良の発掘現場うや寺社には史
料があふれています。

文化財学科　学外授業
考古学・美術史・保存科学・史料学などすべての専門分野の
授業では、１年生から奈良県内を中心に学外へ授業として
たくさん行きます。東大寺、春日大社、薬師寺、唐招提寺な
どの名刹はもちろんのこと、めったにいけない場所に行き
ます。

文化財学科特別講義
文化財学科では各分野の最先端の
研究成果を学生が学ぶために、国内
外の研究者を招いた特別講義を実
施しています。

別講義特

高松塚古墳を見学（考古学）

太安万侶墓にて

興福寺北円堂の運慶仏を拝観（美術史）

保存科学の学外授業

遺跡の年代決定に重要な役割をはたす
炭素14年代の特別講義

モンゴル考古学の特別講義
（モンゴル科学アカデミー考古学研究所・中世遺跡室長による講義）
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新入生史跡研修 文化財学科では、入学後奈良県内を中心に史跡や寺社などを訪問し、現地でしか
体験できない研修がたくさんあります。

保存科学実習
蛍光X線分析装置やX線透過写真など最新の調査・分析機器
の操作を学び、文化財の材質、製作技術を究明。文化財保護
の技術と知識を身につけます。

博物館実習
学芸員資格取得のための博物館実習では、奈良大学博
物館の展示作業に参加し、学芸員の実務を体験します。

□自分で展示ができてよかった。
□講義→見学→実習のステップを踏んで学べる
　のでわかりやすい。
□博物館の見方が変わった。
□実物資料にふれて学ぶことに感動した。

実習について 学生より一言

唐招提寺にて薬師寺にて

電子顕微鏡によるガラス玉の分析風景

木製文化財の保存処理実験の準備

実際に博物館の展示を学生が実践する

保存科学実習室の風景 石製文化財劣化実験の準備

文化財の顔料劣化実験の準備

保存科学実習室の風景

奈良を活かし、著名な遺跡・
文化財の実物に触れ、学びます

考古学実習

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

考古学の基本である遺跡発掘方法、測量技術を学びま
す。実際の遺跡を訪れ、最新のGPS技術も習得しなが
ら、学外での実践に臨みます。

奈良だけでなく京都、大阪などの博物館
や美術館、著名な寺社へ出かけます。優
れた作品を見る事で感性を磨き、文化へ
の理解を深めます。また、美術工芸品の
取り扱いや調査方法を学び、実践的な能
力を身につけます。

美術史実習

石造物の調査風景

令和館の四天王像の説明実習室で解体された仏像を見る

実測の練習風景

土器の注記

西大寺の歴史と美術の臨地講義
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の技術と知識を身につけます。
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学芸員資格取得のための博物館実習では、奈良大学博
物館の展示作業に参加し、学芸員の実務を体験します。

□自分で展示ができてよかった。
□講義→見学→実習のステップを踏んで学べる
　のでわかりやすい。
□博物館の見方が変わった。
□実物資料にふれて学ぶことに感動した。

実習について 学生より一言

唐招提寺にて薬師寺にて

電子顕微鏡によるガラス玉の分析風景

木製文化財の保存処理実験の準備

実際に博物館の展示を学生が実践する

保存科学実習室の風景 石製文化財劣化実験の準備

文化財の顔料劣化実験の準備

保存科学実習室の風景

奈良を活かし、著名な遺跡・
文化財の実物に触れ、学びます

考古学実習
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考古学の基本である遺跡発掘方法、測量技術を学びま
す。実際の遺跡を訪れ、最新のGPS技術も習得しなが
ら、学外での実践に臨みます。

奈良だけでなく京都、大阪などの博物館
や美術館、著名な寺社へ出かけます。優
れた作品を見る事で感性を磨き、文化へ
の理解を深めます。また、美術工芸品の
取り扱いや調査方法を学び、実践的な能
力を身につけます。

美術史実習

石造物の調査風景

令和館の四天王像の説明実習室で解体された仏像を見る

実測の練習風景

土器の注記

西大寺の歴史と美術の臨地講義
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在学中は、立地や地形など周囲の環境を含めて遺跡をみる
こと、実物に触れて自分の目で観察することなど、「現地現物」
の大切さを学びました。
斑鳩町の甲塚古墳や栃木市の中根八幡遺跡など、在学中に
参加した発掘調査は、調査の進め方や調査から報告書に至る
までの流れや調査に必要な知識・技術を身につける場でした。
また、現場で知り合った他大学の学生を通じて専門職の方と
の出会いを得られる貴重な機会でもありました。卒論では、古
墳出土の帯金具について研究し、考古学実習室に籠って自分
で図をトレースして作成するなど充実した毎日を過ごしてい
ました。
現在は、岡山市教育委員会で遺跡の調査・保護事業を主とし
た日々を送っています。調査後の遺物整理や指定文化財の現
状確認などの際には、在学中に触れた保存科学の分野の知識
が役立つこともあり、「文化財学」を学べる奈良大学の強みが
活かされていると感じます。

「現地現物」の大切さを
学びました

辛川 あかりさん　
勤務先／岡山市教育委員会事務局生涯学習部文化財課
　　　　埋蔵文化財センター
卒業年／2020年学部卒
在学時の研究内容／日本の古墳出土帯金具について

在学中、私は発掘調査や整理作業、博物館での展示設営など多くの
実りある経験をさせていただきました。卒業した今、かつての日々を
思い返してみると、そうした経験を積むことができたのは、ひとえに
お世話になった諸先生方・諸先輩方の存在が大きかったと感じます。
大学入学当初、私は文化財学科とは別の科におり、考古学に興味が

ありつつも飛び込むことができずに戸惑っておりました。その時に
発掘調査のアルバイト等の紹介をしてくださったのは、文化財行政
を行う自治体や研究機関と既に良好な関係を築いていた先生・先輩
方でした。また文化財学科への転科後は古代寺院から出土する瓦に
ついて研究しておりましたが、その時も私が実際の資料に触れて学
べるように関係各所に私を紹介してくださる先輩もいらっしゃいま
した。
私は奈良大学の強みは、先生のみならず生徒自身が各自治体や研

究機関と強固な繋がりを持っている点だと思います。そうした人と
人との繋がりが私を成長させてくれたのであり、学びの上ではその
ような人達との繋がりが活かされる場面が多かったと実感しており
ます。
現在、私は地元の徳島県で文化財専門職員として文化財の保護・活

用に携わる日々を送っていますが、そこでも多くの人と関わること
で自分自身を成長させていきたいです。

自分を成長させてくれた、
多くの出会いに感謝

文化財学科

瀬部 和宏さん　
勤務先／徳島県未来創生文化部文化資源活用課
         　　(埋蔵文化財担当)
卒業年／2023年学部卒
在学時の研究内容／奈良時代後期の官大寺での瓦生産について

大学時代を思い返してみると、記憶に残っているのは様々
な地域で行わせていただいた調査の数々です。調査では実際
にホンモノの文化財に触れる緊張感を感じながら作業をして
いたことを覚えています。その場でできる最良の処置はなに
かということを自分たちで常に考えながら作業を行うこと
で、教室ではなかなか得られない経験を得ることができまし
た。この経験は今でも自分の大きな財産になっています。
現在は、大分県の臼杵市にて、臼杵磨崖仏の保存対策や発掘
調査など多様な文化財の保護・活用に従事させていただいて
いますが、毎日が新たな発見と学びの連続で、充実した日々を
おくっています。
大学時代に得た経験と、ともに成長した仲間や厳しく指導
いただいた先生方がいなければ今の自分はなかったと思う
と、本当に６年間は私の一生の宝です。

ホンモノの文化財に触れる
この経験は大きな財産

鎌谷 涼平さん　
勤務先／大分県臼杵市教育委員会文化・文化財課
卒業年／2017年学部卒　2019年大学院修了
在学時の研究内容／文化財保存環境整備、
                                       総合的有害生物類防除（IPM）

私は、中学生の時に展覧会で見た、長谷川等伯の「楓図」や
「松林図屏風」などの作品の迫力に圧倒され、強く魅了され、そ
れ以来、等伯に関することを調べつづけています。奈良大学在
学中には、先生方のネットワークを通じて、等伯作品を間近で
観覧調査する貴重な機会を得ました。私の専門は美術史です
が、保存科学の先生方に顔料分析をしていただき、分野を超え
た研究の成果を美術史学会の全国大会で発表し、論文を書く
ことができました。
現在は、愛知県の田原市博物館に学芸員として勤務し、江戸
時代後期に活躍した田原藩士、渡辺華山の作品をはじめ、市ゆ
かりの文化財の展覧会の企画などを行っています。私の背景
にある作品は渡辺華山が描いた山水画の大作として名高い、
国指定重要文化財の「千山万水図」(本館所蔵)です。奈良大学で
学んだことを活かして、渡辺華山の研究をする日々を送って
います。

奈良大学で「好き」を極める－
大好きな絵を研究

三宅 良宜さん　
勤務先／田原市教育委員会教育部文化財課文化財係
　　　　(田原市博物館)
卒業年／2019年学部卒　2021年大学院修了
在学時の研究内容／長谷川等伯の作品の研究
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斑鳩町の甲塚古墳や栃木市の中根八幡遺跡など、在学中に
参加した発掘調査は、調査の進め方や調査から報告書に至る
までの流れや調査に必要な知識・技術を身につける場でした。
また、現場で知り合った他大学の学生を通じて専門職の方と
の出会いを得られる貴重な機会でもありました。卒論では、古
墳出土の帯金具について研究し、考古学実習室に籠って自分
で図をトレースして作成するなど充実した毎日を過ごしてい
ました。
現在は、岡山市教育委員会で遺跡の調査・保護事業を主とし
た日々を送っています。調査後の遺物整理や指定文化財の現
状確認などの際には、在学中に触れた保存科学の分野の知識
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在学中、私は発掘調査や整理作業、博物館での展示設営など多くの
実りある経験をさせていただきました。卒業した今、かつての日々を
思い返してみると、そうした経験を積むことができたのは、ひとえに
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いたことを覚えています。その場でできる最良の処置はなに
かということを自分たちで常に考えながら作業を行うこと
で、教室ではなかなか得られない経験を得ることができまし
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調査など多様な文化財の保護・活用に従事させていただいて
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おくっています。
大学時代に得た経験と、ともに成長した仲間や厳しく指導
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「松林図屏風」などの作品の迫力に圧倒され、強く魅了され、そ
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学中には、先生方のネットワークを通じて、等伯作品を間近で
観覧調査する貴重な機会を得ました。私の専門は美術史です
が、保存科学の先生方に顔料分析をしていただき、分野を超え
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国指定重要文化財の「千山万水図」(本館所蔵)です。奈良大学で
学んだことを活かして、渡辺華山の研究をする日々を送って
います。

奈良大学で「好き」を極める－
大好きな絵を研究

三宅 良宜さん　
勤務先／田原市教育委員会教育部文化財課文化財係
　　　　(田原市博物館)
卒業年／2019年学部卒　2021年大学院修了
在学時の研究内容／長谷川等伯の作品の研究

51



Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

文
化
財
学
科
を
案
内
し
ま
す

4
文
化
財
学
科
を
案
内
し
ま
す

4
文化財学科

文
化
財
学
科
Q
＆
A

文
化
財
学
科
Q
＆
A

１

２

Q

A

Q

A

化財学科Q＆A文
文化財学科と史学科はどう違うのですか？

文化財学科はアウトドア派！
史学科はインドア派！
　どちらも歴史系の学科ですが、アプローチには違いがありま
す。史学科は古文書・古記録など、文字化された「文献史料」を中心
として研究を進めるのに対して、文化財学科では考古学の遺跡や
遺構・遺物、美術史の仏像や絵巻物など、文献以外の「実物資料」も
研究対象にしています。「モノ」の形態や成り立ちの中に歴史の真
実を探ろうという手法です。
　文化財学科はアウトドア派で、実証研究・フィールド重視と表
現してもよいでしょう。文化財学科における学びでは、「知識」は
当然として、「スキル」（技術）を重視することも特徴です。

奈良の史跡や寺社にはどれくらいいきますか？

奈良大学文化財学科は現地での授業が
たくさんあります。
　考古学・美術史・保存科学・史料学などすべての専門分野の授
業では、１年生から奈良県内や京都府・大阪府・滋賀県などの学
外へ授業としてたくさん行きます。奈良県内では、東大寺、春日
大社、薬師寺、唐招提寺などの名刹はもちろんのこと、めったに
いけない場所に行き、博物館では裏側であるバックヤードなど
も見学します。また奈良県内では毎年全国から注目される古墳
などの遺跡がたくさん発掘調査されており、教員とともに遺跡
の間近で見学する授業もあります。教員の案内で、文化財が好
きな仲間と一緒にぜひ現地に行ってみましょう。

3Q

A

発掘の実習はあるのですか？
どんなところに行けるのですか？

あなたの行ってみたい場所、
やってみたいことを相談してみてください。
　まずは実習や演習を通じ、そして先輩に見習いながら、知識やス
キルを習得してください。日本全国各地で発掘の第一線で活躍して
いる卒業生は数多く、そこには確かな現場と奈良大人脈がありま
す。これにより全国各地での発掘調査のアルバイトを勧めており、
また毎年夏季と春季の休み中に大学で古墳の発掘調査を実施して
います。あなたは、どこに行ってみたいのでしょうか？奈良大学の
文化財学科ではあなたの希望や夢に沿った最適な発掘に参加でき
るようアドバイスしています。いろいろ教員に相談してください。 京都府埋文センタ－の

調査に参加する文化財学科生

５
６

７

Q
A

Q
A

Q
A

保存科学とは、どんなことをするのですか？

知識や技術を解明し、文化財を未来に伝えます。
　文化財学の研究領域で、X線や赤外線など科学を応用した装置で材質や状態を分析し、脆く
なった部材や破損した部分を修復処理して、未来に伝える知識・技術の体系です。文化財学科で
は、さまざまな文化財修復プロジェクトに取り組んでおり、学生も参加しています。さらに奈良
大学の保存科学研究は文化財と環境汚染の分析にも広がっています。なお、機器を用いた分析
は主に保存科学の専攻生が学びますので、機械が苦手な人も心配しなくて大丈夫です。

美術史ではどんなことを学べますか？

日本美術史の他、多彩な分野に触
れられます。
　専任教員の専門分野は、正倉院宝物・仏像などの仏
教美術・工芸史、物語絵・寺社縁起絵などの絵画史を
主な研究対象としています。し
かし考古学や保存科学と同様、
美術史の分野でも、奈良大学文
化財学科の「学び」には境界や
限界はありません。妖怪画、近
代絵画、服飾史、漆芸品、ガラス
工芸史、浮世絵、日本刀の意匠
など、卒業論文の研究テーマは
多彩です。

考古学者や博物館学芸員など文化財の専門職になれますか？

専門職での活躍は文化財学科の卒業生が圧倒的！
　文化財学科の卒業生は、各地の教育委員会・埋蔵文化財センター、博物館・美術館など、800
名以上が学芸員などの専門職として活躍しており、専門職での実績は他を圧倒しています。し
かし基本的に、この分野の求人は少ないので、文化財専門職を目指すのなら、厳しい採用試験
にチャレンジし突破する目標をもって学んで欲しいと思います。もちろん難関を突破するス
キルが身につくよう、教員は全力でサポートします。

8Q

A

卒業生の就職先は？

教員や文化財専門職、
大学院への進学者も。
　近年の就職状況で人数として多いの
は一般企業への就職で、教員・公務員、金
融・サービス業、製造業、建設・不動産業、
卸・小売業、運輸・観光業など多岐にわ
たっています。文化
財専門職・学芸員
を目指す学生の多
くが、大学院へ進
学するのが文化財
学科の特徴です。

４Q

A

文化財学科の実習では、具体的にどんなことをするのですか？

実習することでスキルが身につく！
歴史を体感する実習によって本質をつかむ。
　基礎演習で基本的な知識を身につけたあと、専攻した演習科目や実習科目で、3Dによる遺物の記録、土
器・木器・鉄器の観察・実測・記録、美術工芸品の取り扱い方・調書作成、拓本作成、赤外線画像システム・電
子顕微鏡・X線透過システムの原理と操作法などの、スキルを身につけていきます。これらの科目では、遺
跡・遺物、仏像、絵巻物など、実物による実習・熟覧を重視しています。「実習」というだけあって、実際に実
物資料を用いた作業が中心です。実習によって具体的な資料の分析方法が身につきます。文化財学の各分
野の実習が充実しているのは、文化財学科の特色です。
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A
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くが、大学院へ進
学するのが文化財
学科の特徴です。
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A

文化財学科の実習では、具体的にどんなことをするのですか？
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物資料を用いた作業が中心です。実習によって具体的な資料の分析方法が身につきます。文化財学の各分
野の実習が充実しているのは、文化財学科の特色です。
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文化財学科の卒業生が就職した
文化財専門職を99か所抜粋してみました。
先輩たちはこんなにいろんなところで

活躍しています。
◎北海道埋蔵文化財センター
◎弘前大学
◎岩手県埋蔵文化財センター
◎多賀城市埋蔵文化財調査センター
◎仙台市富沢遺跡保存館
◎福島県文化振興事業団
◎伊達市教育委員会
◎土浦市教育委員会
◎とちぎ埋蔵文化財センター
◎前橋市教育委員会
◎市原市教育委員会
◎千葉市埋蔵文化財調査センター
◎埼玉県立歴史と民俗の博物館
◎㈱東都文化財保存研究所
◎文化庁
◎宮内庁三の丸尚蔵館
◎JICA
◎鎌倉国宝館
◎糸魚川市教育委員会
◎富山県埋蔵文化財センター
◎石川県教育委員会
◎七尾市教育委員会
◎真脇遺跡縄文館
◎金沢学院大学
◎石川県金沢城調査研究所
◎福井市埋蔵文化財調査センター
◎長野県立歴史館
◎飯田市美術博物館
◎静岡市立登呂博物館
◎岐阜県文化財保護センター
◎飛騨市教育委員会
◎熱田神宮宝物館
◎愛知県教育委員会

◎三重県教育委員会
◎野洲市教育委員会
◎滋賀県立近代美術館
◎滋賀県文化財保護協会
◎彦根市教育委員会
◎京都市埋蔵文化財研究所
◎京都国立博物館
◎西本願寺
◎京都府埋蔵文化財調査研究センター
◎福知山市教育委員会
◎㈱岡墨光堂
◎㈱宇佐美松鶴堂
◎㈱便利堂
◎㈱文化財サービス
◎奈良文化財研究所
◎奈良国立博物館
◎明日香村教育委員会
◎斑鳩町教育委員会
◎元興寺文化財研究所
◎奈良県立橿原考古学研究所
◎㈱古環境研究所
◎春日大社
◎東大寺ミュージアム
◎唐招提寺
◎大阪府立近つ飛鳥博物館
◎大阪府立弥生文化博物館
◎大阪府文化財センター
◎大東市立歴史民俗博物館
◎国立民族学博物館
◎和歌山市教育委員会
◎高野山霊宝館
◎兵庫県立考古博物館
◎神戸市埋蔵文化財センター

◎倉吉市教育委員会
◎島根県立古代出雲歴史博物館
◎島根県埋蔵文化財センター
◎益田市教育委員会
◎津山市教育委員会
◎岡山市教育委員会
◎広島県立歴史民俗資料館
◎安芸高田市歴史民俗資料館
◎防府市教育委員会
◎高松市教育委員会
◎香川県立ミュージアム
◎徳島県埋蔵文化財センター
◎徳島市教育委員会
◎愛媛大学
◎愛媛県美術館
◎高知県埋蔵文化財センター
◎飯塚市教育委員会
◎九州国立博物館
◎福岡県立九州歴史資料館
◎福岡市埋蔵文化財センター
◎神埼市教育委員会
◎松浦市教育委員会
◎長崎県教育庁
◎臼杵市教育委員会
◎別府大学
◎熊本県立装飾古墳館
◎山鹿市立博物館
◎宮崎県教育委員会
◎霧島市教育委員会
◎南さつま市教育委員会
◎浦添市教育委員会
◎沖縄県立埋蔵文化財センター
◎奈良大学　　　　　　　  …など
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　本学の文化財学科は1979年に創設されて以来、多くの有能な人材を輩出し、卒業生は国内外で文化財専門職と

して活躍しています。このような誇れる伝統をつちかってきた源泉の一つは、実際に文化財や遺跡に向き合い考え

ることを実践してきた「奈良大学の考古力」です。 

　現在、本学文化財学科では、毎年、夏季に栃木県栃木市の縄文時代後晩期の遺跡と、春季に奈良県斑鳩町の古墳の

調査を行っています。いずれも、はじめて遺跡の発掘に参加する学生や、経験豊富な学生や院生などが参加し、大き

な成果をあげています。 

　また「考古学は現社社会とどのような関係を結んでいくのか」、このことは国民の財産でもある遺跡を研究する

考古学にとって根源的な課題です。奈良大学の発掘現場を場とする多様な取り組みは、地域における市民や関係団

体との間に信頼関係をつくり、それが新たな価値を創造して地域力の形成に貢献するものと確信しています。

 　奈良大学に入学し、一緒に遺跡を調査しましょう！

考古学研究室による発掘調査

　文化財学科では、斑鳩町教育委員会と共同で古墳の発掘調査を行っています。令和５年２～３月には戸垣山古墳

と舟塚古墳の第２次調査を行いました。戸垣山古墳では墳丘の盛り土を確認し、舟塚古墳では横穴式石室から多量

の土器が出土しました。

　現在は大学に持ち帰った出土遺物の整理と、報告書の作成を行っています。令和５年の夏には舟塚古墳の第３次

調査、令和６年の春には戸垣山古墳の第３次調査を行う予定です。調査に参加する学生さんを求めています。

奈良県斑鳩町戸垣山古墳・舟塚古墳の発掘調査

戸垣山古墳の調査 舟塚古墳の調査

54



文
化
財
学
科
を
案
内
し
ま
す

4
文
化
財
学
科
を
案
内
し
ま
す

4

Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

文化財学科の卒業生が就職した
文化財専門職を99か所抜粋してみました。
先輩たちはこんなにいろんなところで

活躍しています。
◎北海道埋蔵文化財センター
◎弘前大学
◎岩手県埋蔵文化財センター
◎多賀城市埋蔵文化財調査センター
◎仙台市富沢遺跡保存館
◎福島県文化振興事業団
◎伊達市教育委員会
◎土浦市教育委員会
◎とちぎ埋蔵文化財センター
◎前橋市教育委員会
◎市原市教育委員会
◎千葉市埋蔵文化財調査センター
◎埼玉県立歴史と民俗の博物館
◎㈱東都文化財保存研究所
◎文化庁
◎宮内庁三の丸尚蔵館
◎JICA
◎鎌倉国宝館
◎糸魚川市教育委員会
◎富山県埋蔵文化財センター
◎石川県教育委員会
◎七尾市教育委員会
◎真脇遺跡縄文館
◎金沢学院大学
◎石川県金沢城調査研究所
◎福井市埋蔵文化財調査センター
◎長野県立歴史館
◎飯田市美術博物館
◎静岡市立登呂博物館
◎岐阜県文化財保護センター
◎飛騨市教育委員会
◎熱田神宮宝物館
◎愛知県教育委員会

◎三重県教育委員会
◎野洲市教育委員会
◎滋賀県立近代美術館
◎滋賀県文化財保護協会
◎彦根市教育委員会
◎京都市埋蔵文化財研究所
◎京都国立博物館
◎西本願寺
◎京都府埋蔵文化財調査研究センター
◎福知山市教育委員会
◎㈱岡墨光堂
◎㈱宇佐美松鶴堂
◎㈱便利堂
◎㈱文化財サービス
◎奈良文化財研究所
◎奈良国立博物館
◎明日香村教育委員会
◎斑鳩町教育委員会
◎元興寺文化財研究所
◎奈良県立橿原考古学研究所
◎㈱古環境研究所
◎春日大社
◎東大寺ミュージアム
◎唐招提寺
◎大阪府立近つ飛鳥博物館
◎大阪府立弥生文化博物館
◎大阪府文化財センター
◎大東市立歴史民俗博物館
◎国立民族学博物館
◎和歌山市教育委員会
◎高野山霊宝館
◎兵庫県立考古博物館
◎神戸市埋蔵文化財センター

◎倉吉市教育委員会
◎島根県立古代出雲歴史博物館
◎島根県埋蔵文化財センター
◎益田市教育委員会
◎津山市教育委員会
◎岡山市教育委員会
◎広島県立歴史民俗資料館
◎安芸高田市歴史民俗資料館
◎防府市教育委員会
◎高松市教育委員会
◎香川県立ミュージアム
◎徳島県埋蔵文化財センター
◎徳島市教育委員会
◎愛媛大学
◎愛媛県美術館
◎高知県埋蔵文化財センター
◎飯塚市教育委員会
◎九州国立博物館
◎福岡県立九州歴史資料館
◎福岡市埋蔵文化財センター
◎神埼市教育委員会
◎松浦市教育委員会
◎長崎県教育庁
◎臼杵市教育委員会
◎別府大学
◎熊本県立装飾古墳館
◎山鹿市立博物館
◎宮崎県教育委員会
◎霧島市教育委員会
◎南さつま市教育委員会
◎浦添市教育委員会
◎沖縄県立埋蔵文化財センター
◎奈良大学　　　　　　　  …など

OB・OGたちの
活躍の場 ９９＋

O
B
・
O
G
た
ち
の
活
躍
の
場
　
９
９
＋

ピックス 1ト

ト
ピ
ッ
ク
ス
1

　本学の文化財学科は1979年に創設されて以来、多くの有能な人材を輩出し、卒業生は国内外で文化財専門職と

して活躍しています。このような誇れる伝統をつちかってきた源泉の一つは、実際に文化財や遺跡に向き合い考え

ることを実践してきた「奈良大学の考古力」です。 

　現在、本学文化財学科では、毎年、夏季に栃木県栃木市の縄文時代後晩期の遺跡と、春季に奈良県斑鳩町の古墳の

調査を行っています。いずれも、はじめて遺跡の発掘に参加する学生や、経験豊富な学生や院生などが参加し、大き

な成果をあげています。 

　また「考古学は現社社会とどのような関係を結んでいくのか」、このことは国民の財産でもある遺跡を研究する

考古学にとって根源的な課題です。奈良大学の発掘現場を場とする多様な取り組みは、地域における市民や関係団

体との間に信頼関係をつくり、それが新たな価値を創造して地域力の形成に貢献するものと確信しています。

 　奈良大学に入学し、一緒に遺跡を調査しましょう！

考古学研究室による発掘調査

　文化財学科では、斑鳩町教育委員会と共同で古墳の発掘調査を行っています。令和５年２～３月には戸垣山古墳

と舟塚古墳の第２次調査を行いました。戸垣山古墳では墳丘の盛り土を確認し、舟塚古墳では横穴式石室から多量

の土器が出土しました。

　現在は大学に持ち帰った出土遺物の整理と、報告書の作成を行っています。令和５年の夏には舟塚古墳の第３次

調査、令和６年の春には戸垣山古墳の第３次調査を行う予定です。調査に参加する学生さんを求めています。

奈良県斑鳩町戸垣山古墳・舟塚古墳の発掘調査

戸垣山古墳の調査 舟塚古墳の調査

55



Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

文化財学 攻略ノ本
Department of Cultural Heritage Studies, Faculty of Letters, Nara University

発行  奈良大学 文学部 文化財学科　〒631-8502　奈良市山陵町 1500
　　　 TEL 0742-44-1251　FAX 0742-41-0650（代表）

［奈良大学のホームページ］https://www.nara-u.ac.jp/
［文化財学科のホームページ］https://www.nara-u.ac.jp/faculty/let/cultural/

ピックス 2ト
　文化財学科には、文化財学が専門の教員の他に3名の教員スタッフの先生方がおられます。先生方

は、基礎演習や司書課程などを担当されていますので、皆さんはお世話になるでしょう。ぜひ先生方を

訪ねてみてください。

その他の教員スタッフの紹介

　「法学」、「現代社会と法」、「日本国憲法」と基礎演習Ⅰを担当。専門は民法学。特に家族の法律問題（家族法）
を研究している。具体的には、血縁に基づかない親子、養子、里子、生殖補助医療で生まれた子の法的問題、相
続・遺言法など。最近書いた論文は、「ドイツの内密出産制度」について研究したものです。これは、母親が病院
で安全に、かつ匿名で子どもを産み、自分の身元を伏せて出生届をすることを認める制度で、妊娠について他
人に知られたくない母のプライバシーと生まれる子の生命と成長した子の「出自を知る権利」の調整を目指
したものです。
　岡山県出身。瀬戸大橋を渡る電車の音が聞こえる町です。アニメ映画「ひるね姫～知らないワタシの物語
～」（2017年）の舞台になりました。国立大学の教員のときにドイツのフライブルク大学に留学し、ドイツ暮
らしを楽しみました。ドイツのパンが恋しい！

床谷文雄 〔教授・専門（民法・家族法）〕

　私は1983年から本学着任前まで、ずっと大阪府堺市の図書館司書として現場の図書館員でやってきまし
た。公益社団法人日本図書館協会から実績を認められ「認定司書」の称号もいただいています。
　堺市立中央図書館の目前にある大仙古墳は「仁徳天皇陵古墳」とされ、これを含む「百舌鳥・古市古墳群」は
一昨年、世界遺産に登録されました。それ以外にも中世から自治都市として栄えるなど、堺は歴史豊かな土地
です。私自身、大学では日本史を専攻し、司書になってからも堺の地域資料（郷土資料）や歴史資料を扱う担当
を主にやってきました。その中で市役所の文化財課の専門職員や堺市博物館の学芸員と連携をして事業を進
めたり、自主的な研究会も組織したりしてきました。
　そうしたこともあって、私がこれまで築いてきたネットワークは、文化財学を志す学生の皆さんにもきっ
とお役に立てるものがあると思います。ぜひお気軽にご相談ください。

竹田芳則 〔教授・司書課程〕

　2008年に日本に来たのは、海外に住んだことがなく、文化を体験したかったからです。温かい文化と人々
に惚れ込み、滞在を決意しました。海外生活は冒険であり、外国語の勉強は一生に一度の挑戦でした。そのた
め、学習者がモチベーションを維持し、最もポジティブな方法で英語を学べるようサポートすることに興味
があります。私の現在の研究は、語彙に関するもので、学習者が知っている可能性が高い単語を見つけること
で、あまり知られていないが最も重要な単語に授業で焦点を当てることができるようにすることです。また、
リスニングの研究にも興味があります。リスニングを向上させることで、生徒はより多くの単語を自然に学
び、より良いコミュニケーターになることができるのです。
 
For students in the Department of Cultural Heritage Studies, studying English is a great way to share 
knowledge to visitors from other countries. Therefore, English is useful for both your personal and 
professional lives.

エリック・マーティン 〔専任講師（言語学・外国語教育）〕

2023年9月1日発行
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